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表
見
代
理

に
つ
v＞

て
の
一
考
察

林
　
脇
　
ト

シ
　
子

一二三四五

は
じ
め
に

表
見
代
理
の
位
置
づ
け

意
思
表
示
理
論
に
お
け
る
意
思
主
義
と
表
示
主
義

表
見
代
理
と
み
ら
れ
る
場
合
の
検
討

む
　
す
　
び

一

　
こ
こ
に
表
見
代
理
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
表
見
代
理
の
細
部
に
亙
つ
て
の
解
明
を
志
す
の
で
は
な
く
、
と
く
に
表
見
代
理

に
お
い
て
本
人
に
そ
の
効
果
が
帰
属
す
る
根
拠
を
考
え
て
み
た
い
こ
と
、
そ
れ
も
一
般
の
意
思
表
示
理
論
と
の
関
連
で
考
え
を
進
め
る
こ
と
を
意

図
し
て
い
る
。
民
法
典
中
代
理
の
規
定
の
置
か
れ
て
い
る
位
置
は
、
「
法
律
行
為
」
の
章
で
、
そ
の
第
二
節
「
意
思
表
示
」
に
続
い
て
第
三
節
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
代
理
の
問
題
が
一
般
の
意
思
表
示
理
論
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
少
か
つ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
原
因

を
考
え
る
に
、
代
理
の
効
力
を
左
右
す
る
代
理
権
と
い
う
要
件
に
つ
い
て
、
代
理
行
為
と
は
切
り
離
し
て
独
立
の
効
力
要
件
と
し
て
理
解
し
て
き

　
　
　
表
見
代
理
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
（
一
〇
三
）



　
　
　
表
見
代
理
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
（
一
〇
四
）

た
こ
と
、
し
た
が
つ
て
代
理
権
そ
の
も
の
に
つ
い
て
そ
れ
が
存
在
す
る
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
る
だ
け
で
、
代
理
行
為
と
】
体
化
し
て
代
理
の
効

力
を
生
ぜ
し
め
る
効
果
意
思
の
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
つ
た
の
に
基
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
代
理
権
の
存
在
が
独
立
の
効
力
要
件
と

し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
性
は
十
分
あ
る
と
し
て
も
、
代
理
の
効
力
を
総
体
と
し
て
考
え
る
と
ぎ
に
は
、
代
理
行
為
ば
か
り
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

く
、
代
理
権
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
考
察
の
中
に
引
き
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
考
察
の
一
端
と
し
て
、
こ
こ
で
は
表
見
代
理
に

お
け
る
本
人
へ
の
効
果
の
帰
属
の
根
拠
を
意
思
表
示
の
効
力
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　
（
1
）
　
表
見
代
理
の
問
題
の
解
明
に
、
法
律
行
為
な
い
し
意
思
表
示
論
か
ら
す
る
理
解
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
に
、
川
村
フ
ク
子
・
ド
イ
ッ
に
お
け
る
表
見
代
理
理
論

　
ー
U
三
儀
露
口
鵯
ぎ
＝
ヨ
8
洋
と
》
昌
ω
魯
①
ぽ
署
o
＝
B
碧
拝
に
つ
い
て
ー
（
二
－
完
）
・
民
商
法
雑
誌
五
八
巻
三
号
（
昭
四
三
ニ
ハ
）
三
九
四
頁
、
高
橋
三
知
雄
・
委
任
と
代
理
の

　
関
係
に
つ
い
て
・
関
西
大
学
法
学
論
集
二
〇
巻
二
号
（
昭
和
四
五
・
コ
）
二
七
～
八
頁
が
あ
る
。

　
（
2
）
林
脇
・
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
・
法
学
研
究
四
五
巻
二
号
（
昭
和
四
七
・
二
）
一
五
五
～
七
頁
参
照
。

二

　
代
理
の
効
力
が
発
生
す
る
に
は
代
理
人
に
よ
つ
て
現
実
に
代
理
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
代
理
権
が
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
は
、
繰

返
し
述
べ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
欠
く
場
合
に
は
代
理
の
効
力
は
発
生
し
な
い
。
こ
の
要
件
の
う
ち
代
理
権
を
欠
く
も
の
を
無

権
代
理
と
い
う
。
代
理
行
為
が
な
い
場
合
に
は
代
理
と
い
う
現
象
自
体
が
成
立
し
な
い
の
に
対
し
、
代
理
権
を
欠
く
代
理
行
為
を
と
く
に
無
権
代

理
と
呼
ぶ
の
は
、
代
理
権
を
欠
い
て
も
代
理
の
現
象
が
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
、
た
だ
当
然
に
は
本
人
へ
の
効
果
帰
属
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で

あ
つ
て
、
一
つ
に
は
、
本
人
の
追
認
が
あ
れ
ば
（
も
う
一
度
代
理
行
為
を
繰
り
返
え
す
こ
と
な
し
に
）
本
人
に
効
果
が
生
ず
る
し
（
民
二
三
、
二
六
。

以
下
、
と
く
に
明
記
し
な
い
場
合
は
民
法
の
条
文
を
指
す
）
、
追
認
が
な
い
場
合
代
理
行
為
を
行
つ
た
代
理
人
の
責
任
が
追
及
さ
れ
る
（
二
七
）
。
こ
こ

に
代
理
権
を
欠
く
代
理
行
為
を
無
と
せ
ず
、
無
権
代
理
の
規
制
を
す
る
意
義
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
上
述
の
無
権
代
理
と
通
常
の
有
権
代
理
と
の
間
に
表
見
代
理
の
制
度
が
あ
る
。
一
般
に
、
一
〇
九
条
、
一
一
〇
条
、
一
二
一
条
の



規
定
が
表
見
代
理
の
規
定
と
い
わ
れ
、
条
文
上
も
通
常
の
有
権
代
理
ー
表
見
代
理
－
無
権
代
理
の
順
で
規
定
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
表
見
代
理
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て
は
、
根
本
に
お
い
て
異
る
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
表
見
代
理
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
本
来
無
権

代
理
で
あ
る
が
（
広
義
の
無
権
代
理
）
、
　
一
定
の
事
情
か
ら
本
人
に
効
果
を
帰
属
さ
せ
る
の
で
、
狡
義
の
無
権
代
理
と
は
区
別
し
て
表
見
代
理
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
扱
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
通
説
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
古
く
は
、
①
表
見
代
理
を
効
果
の
点
か
ら
み
て
無
権
代
理
の
一
種
で
な
く
「
特
殊
の
代

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

理
」
と
位
置
づ
け
る
見
解
、
②
立
法
論
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
無
権
代
理
に
お
け
る
相
手
方
の
取
消
権
（
一
一
五
）
が
投
機
売
買
な
ど
で
は
相
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

方
の
利
益
の
み
を
偏
重
す
る
結
果
に
な
る
お
そ
れ
な
し
と
し
な
い
か
ら
、
表
見
代
理
を
真
正
代
理
と
同
一
に
取
り
扱
う
べ
し
と
す
る
主
装
が
あ
つ

（
5
）

た
。
ま
た
、
判
決
例
お
よ
び
そ
の
批
評
の
中
に
は
、
代
理
権
の
存
否
の
「
認
定
」
を
め
ぐ
つ
て
問
題
を
表
見
代
理
か
ら
有
権
代
理
へ
移
行
さ
せ
る
も

の
が
あ
る
（
一
〇
九
条
で
は
現
実
の
授
権
も
あ
つ
た
、
一
一
〇
条
で
は
当
該
行
為
も
代
理
権
の
範
囲
内
に
属
し
て
い
る
、
　
一
一
二
条
で
は
代
理
権
が
ま
だ
消
滅
し

て
い
な
い
と
認
定
す
る
）
。
さ
ら
に
、
一
〇
九
条
、
　
一
一
〇
条
、
　
二
二
条
各
条
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
有
権
代
理
で
あ
る
と
説
く
も
の
が
あ
り
、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

近
に
至
つ
て
は
表
見
代
理
の
「
有
権
代
理
へ
の
繰
り
込
み
」
と
呼
ば
れ
る
異
説
が
目
立
つ
て
い
る
。
一
〇
九
条
に
つ
い
て
は
、
①
古
く
よ
り
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

者
へ
の
意
思
表
示
に
よ
る
代
理
権
授
与
を
定
め
た
規
定
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
つ
た
が
、
②
授
権
通
知
が
な
さ
れ
た
場
合
の
よ
う
に
、
代
理
行
為

の
効
果
を
本
人
に
帰
せ
し
め
る
こ
と
が
相
当
と
考
え
ら
れ
る
「
表
見
的
事
実
」
の
存
す
る
と
き
に
は
、
授
権
行
為
が
あ
つ
た
と
同
様
の
効
果
を
与
え

　
　
　
　
　
（
8
）

た
と
い
う
見
解
、
⑥
外
部
的
授
権
の
有
効
性
な
ら
び
に
内
部
的
授
権
か
ら
の
概
念
的
分
離
を
強
調
し
、
他
人
に
授
権
「
す
る
」
旨
を
第
三
者
に
表
示

し
た
ら
外
部
的
授
権
が
、
ま
た
授
権
「
し
た
」
旨
を
表
示
し
た
ら
準
外
部
的
授
権
が
成
立
す
る
と
構
成
し
て
、
要
件
を
み
た
す
外
部
的
授
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

（
な
い
し
準
外
部
的
授
権
）
の
撤
回
が
あ
る
ま
で
は
有
権
（
な
い
し
準
有
権
）
代
理
に
な
る
と
す
る
見
解
、
④
包
括
代
理
の
場
合
に
つ
い
て
い
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

代
理
権
の
発
生
を
認
め
る
規
定
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
提
案
が
あ
る
。
一
一
〇
条
に
つ
い
て
い
え
ば
、
委
任
の
範
囲
が
代
理
権
の
範
囲

よ
り
も
狡
い
場
合
に
お
け
る
授
権
行
為
の
「
解
釈
」
規
定
で
あ
つ
て
、
表
見
代
理
な
ど
と
い
う
関
係
を
定
め
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
見
解
が
あ

（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

る
。
ま
た
一
二
一
条
に
つ
い
て
は
、
①
善
意
・
無
過
失
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
は
滅
権
し
な
い
と
す
る
見
解
、
②
い
わ
ゆ
る
外
部
的
代
理
権

　
　
　
表
見
代
理
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
（
一
〇
五
）



　
　
　
表
見
代
理
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つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
（
一
〇
六
）

が
滅
権
後
な
お
善
意
・
無
過
失
の
第
三
者
に
対
し
て
は
「
存
続
す
る
も
の
と
看
徴
さ
れ
る
」
こ
と
を
認
め
、
こ
の
原
則
は
「
消
滅
原
因
の
相
対
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

無
効
と
云
ふ
観
念
」
で
説
明
で
き
る
と
い
う
見
解
、
③
第
三
者
が
善
意
・
無
過
失
な
ら
ば
、
内
部
的
授
権
が
消
滅
し
て
も
外
部
的
授
権
の
撤
回
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

れ
る
ま
で
は
代
理
権
は
存
続
し
、
表
見
代
理
に
な
ら
な
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
に
細
い
主
張
の
差
は
あ
る
が
、
二
〇
条
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
有
権
代
理
と
す
る
最
も
先
端
的

な
木
村
説
に
明
瞭
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
授
権
行
為
の
効
力
を
定
め
る
に
つ
い
て
相
手
方
か
ら
み
て
代
理
権
の
授
与
が
あ
つ
た
と
み
ら
れ
る
限
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

真
に
代
理
権
の
授
与
が
あ
つ
た
も
の
と
し
て
効
力
を
発
生
せ
し
め
る
と
い
う
表
示
主
義
的
な
考
え
方
が
底
流
に
な
つ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
つ
と
も
、
こ
れ
ら
の
見
解
と
は
別
の
視
点
か
ら
表
見
代
理
は
無
権
代
理
で
あ
る
と
い
う
通
説
の
前
提
そ
の
も
の
の
再
検
討
を
主
張
す
る
も
の

　
　
（
1
6
）

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
委
任
そ
の
他
の
内
部
関
係
と
代
理
と
の
関
係
に
つ
き
、
従
来
、
授
権
行
為
の
効
力
が
委
任
契
約
の
有
効
、
無
効
に
よ
つ
て

影
響
を
受
け
る
か
と
い
う
こ
と
の
み
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
代
理
権
の
範
囲
と
委
任
の
範
囲
と
が
異
り
う
る
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
、
こ
こ
で
は
、
内
部
的
な
義
務
か
ら
の
代
理
権
の
独
立
性
（
抽
象
性
）
に
よ
り
、
通
常
無
権
代
理
と
解
さ
れ
て
い
る
多
く
の
場
合
が
、

表
見
代
理
の
法
理
に
よ
つ
て
で
は
な
く
、
有
権
代
理
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
を
念
頭
に
置
い
て
、
ま
ず
、
通
説
と
前

述
の
異
説
の
間
に
あ
つ
て
、
解
釈
論
と
し
て
何
れ
が
正
し
い
か
、
さ
ら
に
具
体
的
に
は
、
一
〇
九
条
、
一
一
〇
条
、
一
一
二
条
に
よ
り
本
人
に
効

果
が
帰
属
す
る
の
に
ど
の
よ
う
な
要
件
を
要
す
る
か
を
知
る
に
は
、
代
理
権
授
与
行
為
の
解
釈
、
代
理
権
授
与
行
為
の
効
力
を
ど
の
よ
う
に
確
定

す
る
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
関
連
か
ら
、
次
に
、
意
思
表
示
理
論
に
お
け
る
意
思
主
義
と
表
示
主
義
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

を
解
明
し
て
み
よ
う
。

　
（
1
）
幾
代
通
・
民
法
総
則
（
昭
四
四
・
一
〇
）
三
五
八
頁
註
（
一
）
参
照
。

　
（
2
）
本
文
で
次
に
述
べ
る
異
説
に
つ
い
て
は
、
於
保
不
二
雄
編
集
・
注
釈
民
法
ω
（
昭
四
二
・
九
）
に
、
表
見
代
理
に
つ
い
て
椿
寿
夫
教
授
に
よ
り
整
理
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
つ

　
た
（
九
四
～
五
、
一
〇
〇
、
一
二
七
、
一
八
四
頁
参
照
）
。

　
（
3
）
　
石
田
文
次
郎
・
現
行
民
法
総
論
四
一
四
～
五
頁
。



（
4
）
　
近
藤
英
吉
・
註
釈
日
本
民
法
（
総
則
編
）
四
二
二
頁
。

（
5
）
　
こ
れ
ら
の
見
解
な
い
し
主
張
は
、
表
見
代
理
が
本
人
に
効
果
を
及
ぽ
す
点
で
有
権
代
理
と
同
様
で
あ
る
こ
と
と
、
表
見
代
理
に
当
る
場
合
に
つ
い
て
は
無
権
代
理
の
規
定
の
適

　
用
を
排
除
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
表
見
代
理
を
（
広
義
の
）
無
権
代
理
と
す
る
通
説
の
中
に
も
、
表
見
代
理
に
つ
い
て
無
権
代
理
の
規
定
の
全
部
或
は
一
部
の

適
用
に
反
対
す
る
も
の
と
、
適
用
し
て
差
し
支
え
な
い
と
す
る
も
の
と
が
あ
る
（
幾
代
・
前
掲
四
〇
一
～
四
頁
参
照
）
。
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表
示
主
義
的
思
考
を
徹
底
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
出
た
見
解
で
あ
る
」

（
蛤
）

前
掲
の
椿
教
授
の
命
名
に
よ
る
（
九
四
頁
参
照
）
。

岡
松
参
太
郎
・
註
釈
民
法
理
由
総
則
編
二
四
二
～
四
頁
。

大
西
耕
三
・
代
理
の
研
究
二
六
〇
～
四
頁
。

木
村
常
信
・
表
見
代
理
否
認
論
・
大
分
経
専
論
集
三
巻
一
・
二
号
（
昭
二
四
・
一
）
八
四
～
五
頁
。

遠
田
新
一
・
〈
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
〉
表
見
代
理
に
お
け
る
発
言
・
私
法
二
六
号
（
昭
三
九
・
四
）
四
一
頁
。

木
村
・
前
掲
八
五
～
七
、
九
二
頁
。

曄
道
文
芸
・
日
本
民
法
要
論
巻
一
、
四
七
四
頁
。

大
西
・
前
掲
三
五
五
～
六
頁
。

木
村
・
前
掲
八
九
～
九
一
頁
。

前
掲
の
椿
教
授
は
、
二
〇
条
に
つ
い
て
有
権
代
理
と
す
る
木
村
教
授
の
所
説
を
評
し
て
、
「
委
任
と
代
理
権
授
与
行
為
の
峻
別
と
り
わ
け
後
者
の
無
因
性
を
強
調
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
さ
れ
る
（
一
二
七
頁
）
。

高
橋
・
前
掲
。

か
つ
、

三

　
意
思
表
示
理
論
に
お
い
て
は
意
思
主
義
と
表
示
主
義
の
論
争
が
、
さ
す
が
に
本
質
論
と
か
原
理
に
つ
い
て
の
論
争
の
時
代
は
終
つ
た
と
い
わ
れ

る
最
近
の
風
潮
か
ら
、
表
面
立
つ
て
の
議
論
は
行
わ
れ
な
く
な
つ
た
が
、
具
体
的
な
解
決
の
場
で
異
つ
た
主
張
の
底
流
と
し
て
、
未
だ
解
け
ず
に

続
い
て
い
る
。
こ
の
論
争
で
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
範
囲
の
問
題
を
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
の
か
が
明
瞭
で
な
い
点
に
紛
糾
の
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
意
思
主
義
、
表
示
主
義
が
論
じ
ら
れ
る
箇
所
は
、
一
つ
は
錯
誤
論
に
代
表
さ
れ
る
意
思
と
表
示
の
不
一
致
を
取
り
上

げ
る
箇
所
、
他
は
意
思
表
示
の
解
釈
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
　
　
　
表
見
代
理
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
（
一
〇
七
）



　
　
　
表
見
代
理
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
（
一
〇
八
）

　
意
思
表
示
の
解
釈
を
め
ぐ
つ
て
の
結
論
か
ら
先
に
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
分
野
で
は
意
思
主
義
と
表
示
主
義
の
対
立
と
か
調
和
と
か
い
う
立
言
は

　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

無
意
味
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
整
理
を
行
つ
て
い
る
エ
ン
ネ
ク
ツ
ェ
ル
ス
に
よ
れ
ば
、
意
思
主
義
、
表
示
主
義
と
は
次
の
よ
う
に
定
義
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
効
果
の
基
礎
を
内
的
意
思
（
L
9
＆
＝
ざ
鼠
窪
、
．
）
に
お
く
も
の
が
意
思
主
義
（
≦
箪
Φ
霧
浮
8
冨
）
で
、
表
示

に
よ
り
作
り
出
さ
れ
る
信
頼
の
要
件
（
＜
R
貫
讐
①
拐
鼠
3
①
簿
目
α
）
に
お
く
も
の
が
表
示
主
義
（
国
詩
観
毎
凝
ω
些
①
。
幕
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し

か
し
、
エ
ン
ネ
ク
ツ
ェ
ル
ス
は
さ
ら
に
続
け
て
、
意
思
表
示
を
こ
の
よ
う
な
意
思
と
表
示
の
二
元
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
批
判
し
、
効

果
意
思
の
表
示
（
表
示
行
為
）
は
表
意
者
の
意
思
の
表
現
（
》
霧
器
碧
）
に
垂
き
る
も
の
で
は
な
い
、
す
な
わ
ち
意
思
を
知
ら
せ
る
ど
う
で
も
よ
い

手
段
で
は
な
く
て
、
そ
れ
は
同
時
に
意
思
の
完
遂
（
名
崖
Φ
霧
ぎ
評
黄
）
で
あ
る
と
し
、
し
た
が
つ
て
意
思
表
示
か
ら
生
ず
る
法
律
効
果
の
基
礎

は
意
思
表
示
に
お
い
て
現
実
と
な
る
意
思
（
俺
醇
ω
一
9
日
α
震
叢
幕
霧
。
同
匹
似
議
畠
く
9
試
罠
浮
冨
且
①
≦
≡
①
）
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
表

意
者
は
単
に
内
心
の
意
思
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
を
直
接
効
力
あ
ら
し
め
る
（
。
・
①
蒔
江
冨
§
且
暮
①
ぎ
彗
日
O
鼻
§
閃
）
と
す
る
。
こ

の
よ
う
な
考
え
方
は
O
⑦
一
三
鑛
馨
冨
o
艮
ゆ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
エ
ン
ネ
ク
ツ
ェ
ル
ス
の
説
明
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
意
思
表
示
は
人
間

の
活
動
の
中
で
一
つ
の
形
成
作
用
を
担
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
律
関
係
、
表
意
者
の
意
欲
の
上
で
は
生
活
関
係
の
形
成
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
し

た
が
つ
て
、
意
思
表
示
は
単
に
意
欲
が
あ
る
こ
と
の
表
明
で
は
な
く
て
、
意
欲
が
表
明
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
つ
て
生
活
関
係
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を

狙
つ
て
い
る
（
エ
ン
ネ
ク
ツ
ェ
ル
ス
の
表
現
に
し
た
が
え
ば
、
艮
。
霧
㌔
。
邑
三
9
3
、
．
8
巳
①
讐
㌔
o
器
一
霧
冨
9
冨
拐
、
、
）
。
こ
の
よ
う
な
形
成
は
表

現
行
為
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
生
じ
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
意
思
表
示
に
お
い
て
解
釈
さ
れ
る
対
象
は
表
現
行
為
を
離
れ
た
意
思
で
は
な
い
。

ま
た
、
形
成
作
用
と
い
う
点
で
意
思
表
示
は
表
意
者
の
価
値
判
断
、
政
策
決
定
を
含
ん
で
い
る
か
ら
、
意
思
表
示
の
解
釈
は
表
示
さ
れ
た
と
こ

ろ
の
言
語
学
的
解
釈
に
終
始
し
え
ず
、
表
意
者
の
政
策
決
定
を
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
意
思
表
示
が
特
定
の
者
に
向
け
て
な
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
表
意
者
と
そ
の
特
定
の
者
と
の
間
の
事
情
に
し
た
が
つ
て
解
釈
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
純
粋
客
観
的
な
第
三
者
の
立
場
か
ら

な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
意
味
で
、
意
思
表
示
の
解
釈
に
お
け
る
意
思
主
義
が
表
現
に
向
け
ら
れ
な
い
意
思
の
探
究
を
解



釈
で
あ
る
と
主
張
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
誤
り
で
あ
り
、
表
示
主
義
が
表
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
言
語
学
的
、
客
観
的
解
釈
を
標
榜
す
る
と
す
れ
ば
そ

れ
も
ま
た
誤
り
で
あ
る
。
意
思
表
示
に
お
い
て
解
釈
さ
れ
る
対
象
は
生
活
関
係
の
形
成
を
狙
つ
て
表
現
に
向
け
ら
れ
た
意
思
で
あ
り
、
解
釈
は
表

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
通
し
て
表
意
者
の
形
成
的
意
図
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
を
表
示
主
義
的
と
み
る
こ
と
も
意
思
主
義
的
と
み

る
こ
と
も
勝
手
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
無
用
な
用
語
の
争
い
で
あ
り
、
意
思
表
示
の
解
釈
は
一
つ
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
前
述
の
O
①
一
9
眞
ω
9
8
ユ
o

は
、
こ
の
面
で
は
、
意
思
主
義
、
表
示
主
義
と
い
う
用
語
に
引
き
ず
ら
れ
て
意
思
表
示
の
本
質
（
エ
ン
ネ
ク
ッ
ェ
ル
ス
に
ょ
れ
ば
、
①
一
器
詣
霧
8
ω
－

。
一
昌
①
ε
を
見
失
い
勝
ち
な
傾
向
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の
で
あ
り
、
意
思
表
示
と
い
う
表
現
行
為
の
法
律
事
実
と
し
て
も
つ
意
味
を
明
か
に
し
た

功
績
が
あ
る
と
評
価
し
う
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
意
思
表
示
の
本
質
を
O
o
一
9
昌
鴨
浮
8
ユ
Φ
に
な
ら
つ
て
解
明
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
意
思
表
示
の
効
力
の
制
度

化
に
当
つ
て
一
義
的
な
解
決
が
当
然
に
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
意
思
は
表
現
さ
れ
て
始
め
て
形
成
力
を
も
つ
、
逆
に
意
思
そ
の
も
の
も
表
現
に

向
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
最
終
的
に
決
定
さ
れ
確
定
す
る
（
意
思
は
内
心
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
間
は
ま
だ
完
全
に
決
定
さ
れ
て
お
ら
ず
表
現
さ
れ
る
こ

と
に
よ
つ
て
確
定
す
る
）
こ
と
が
あ
る
の
も
真
実
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
言
い
間
違
え
、
書
き
間
違
え
と
い
う
表
示
の
誤
り
が
あ
り
う
る
こ
と
も
否

定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
ま
で
表
現
さ
れ
た
も
の
が
本
来
表
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
と
は
い
い
え
な
い
か
ら
、
表
現

さ
れ
る
べ
き
で
あ
つ
た
も
の
と
表
現
さ
れ
た
も
の
と
の
間
の
齪
齢
と
い
う
現
象
は
な
く
な
ら
な
い
。
伝
統
的
な
用
語
に
戻
せ
ぽ
意
思
と
表
示
の

不
一
致
　
（
上
述
し
た
意
思
表
示
の
本
質
を
考
え
る
と
き
、
用
語
と
し
て
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
が
）
の
場
合
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
意
思
主
義
、
表
示
主

義
の
本
来
論
議
さ
れ
る
べ
き
場
面
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
意
思
と
表
示
の
不
一
致
の
あ
る
場
合
に
、
意
思
表
示
に
何
ら
か
の
き
ず
が

生
ず
る
と
す
る
か
、
生
じ
な
い
と
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
始
め
の
エ
ン
ネ
ク
ツ
ェ
ル
ス
の
掲
げ
た
定
義
も
こ
の
場
面
で
の
意
思
主
義
、
表
示
主

義
の
定
義
づ
け
で
あ
つ
て
、
法
律
効
果
の
基
礎
を
内
的
意
思
に
お
く
意
思
主
義
に
よ
れ
ば
、
表
現
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
つ
た
も
の
と
表
現
さ
れ
た
も

の
と
の
間
に
翻
鯖
の
あ
る
と
き
は
、
意
思
表
示
に
何
ら
か
の
き
ず
が
生
ず
る
と
し
、
表
示
に
よ
つ
て
作
り
出
さ
れ
る
信
頼
の
要
件
に
そ
の
基
礎
を

　
　
　
喪
見
代
理
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
（
一
〇
九
）



　
　
　
表
見
代
理
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
（
二
〇
）

お
く
表
示
主
義
に
よ
れ
ば
、
両
者
の
齪
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
思
表
示
に
ぎ
ず
が
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
。
意
思
表
示
を
要
素
と
し
て
成
り
立

つ
契
約
の
場
合
を
例
に
と
つ
て
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
意
思
表
示
の
解
釈
に
当
つ
て
上
述
の
よ
う
に
表
意
者
の
形
成
的
意
図
が
把
握
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
し
て
も
、
現
実
に
は
表
意
者
の
意
図
が
相
手
方
に
よ
つ
て
理
解
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
の
一
つ
は
、
表
意
者
の
意

図
は
正
し
く
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
相
手
方
の
解
釈
が
間
違
つ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
そ
の
二
は
、
表
意
者
に
つ
い
て
意
思
と
表
示
の
不
一
致
が

あ
る
た
め
、
相
手
方
に
表
意
者
の
意
図
が
正
し
く
把
握
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の
い
ず
れ
の
場
合
に
つ
い
て
も
申
込
に
対
し
て
相
手
方
が
単

純
に
承
知
し
た
と
い
う
承
諾
の
意
思
表
示
を
し
た
と
き
、
そ
れ
に
よ
つ
て
契
約
は
成
立
す
る
か
、
或
は
成
立
す
る
と
し
て
も
有
効
か
が
間
題
と
な

る
。
最
も
極
端
な
意
思
主
義
に
よ
れ
ば
、
表
示
上
の
意
思
が
表
意
者
の
真
に
意
図
し
た
と
こ
ろ
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
思
表
示
の
成
立
要
件

と
す
る
か
ら
、
上
述
の
例
に
お
い
て
は
申
込
者
、
承
諾
者
の
意
思
表
示
は
内
心
の
意
思
が
合
致
し
て
お
ら
ず
、
契
約
は
成
立
し
な
い
。
や
や
緩
和

さ
れ
た
意
思
主
義
は
、
こ
れ
を
意
思
表
示
の
成
立
要
件
と
し
て
は
要
求
せ
ず
効
力
要
件
と
し
て
要
求
す
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
れ
ぽ
契
約
は
成
立
す

る
が
効
力
に
き
ず
が
生
ず
る
。
さ
ら
に
表
示
主
義
は
、
こ
れ
を
成
立
要
件
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
効
力
要
件
と
し
て
も
要
求
し
な
い
か
ら
、
表
示
上

の
意
思
が
た
と
え
内
心
の
意
思
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
な
く
と
も
、
相
手
方
が
表
意
者
の
意
思
と
し
て
受
け
取
る
べ
き
内
容
に
応
じ
て
契
約
は
効

力
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
或
る
種
の
表
現
行
為
に
表
意
者
の
意
欲
通
り
の
効
果
を
与
え
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
は
一
つ
の
法
の
立
場
で
あ
る
が

（
こ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
表
現
行
為
に
そ
の
効
果
を
与
え
る
か
、
そ
れ
が
理
論
的
に
可
能
か
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
検
討
を
経
て

現
行
法
で
は
個
人
意
思
自
治
の
原
理
の
下
に
形
成
に
参
画
す
る
意
欲
、
効
果
意
思
に
こ
の
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
）
、
こ
の
立
場
に
立
つ
た
上
で
、
こ
の
効
果
の

基
礎
と
し
て
は
実
質
的
に
表
現
行
為
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
（
意
図
を
は
ず
れ
た
表
現
は
表
意
者
か
ら
い
え
ぽ
実
質
的
に
表
現
行
為
と
な
ら
な
い
）
、

表
意
者
の
意
識
に
基
い
て
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
以
上
、
た
ま
た
ま
意
図
を
は
ず
れ
た
表
現
も
（
通
常
意
思
と
表
示
は
一
致
す
る
の
に
、
例
外
的
に
齪

驕
が
生
じ
た
場
合
に
も
）
な
お
表
現
行
為
の
実
体
を
具
え
て
い
る
と
し
て
取
り
扱
う
か
は
、
ま
た
一
つ
の
政
策
で
あ
り
、
一
義
的
に
定
ま
ら
な
い
。

こ
こ
で
は
、
意
思
表
示
の
効
力
を
法
律
制
度
と
し
て
構
成
す
る
場
合
に
、
こ
の
よ
う
な
生
じ
う
る
齪
鯖
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
か
が



更
め
て
問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
意
味
の
意
思
主
義
、
表
示
主
義
の
対
立
が
生
ず
る
。

　
こ
の
対
立
は
、
し
た
が
つ
て
、
実
定
法
が
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
か
、
或
は
立
法
の
段
階
で
い
え
ば
利
益
衡
量
の
上
に
立
つ
て
ど

の
よ
う
な
立
法
政
策
が
と
ら
れ
る
か
に
よ
つ
て
解
決
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
理
論
上
の
正
否
は
間
い
え
ず
、
政
策
上
の
適
否
が
間
題
と
な
る
性
質

の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
題
は
、
お
よ
そ
そ
れ
が
表
現
行
為
と
い
い
う
る
か
と
い
う
心
理
学
的
な
或
は
哲
学
的
な
論
議
か
ら
解
決
さ
れ
る
の
で
は

な
く
て
、
法
的
価
値
判
断
の
上
で
決
せ
ら
れ
る
べ
ぎ
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
意
思
自
治
の
原
理
と
の
関
連
で
、
お
よ
そ
真
意
に
基
礎
づ
け
ら

れ
な
い
表
示
上
の
意
思
は
意
思
と
は
い
い
え
な
い
か
ら
、
そ
れ
に
効
果
は
与
え
ら
れ
な
い
、
そ
の
意
味
で
意
思
主
義
が
唯
一
の
採
り
う
る
考
え
方
で

あ
る
と
す
る
の
は
（
一
種
の
名
旨
窪
亀
畠
B
帥
）
、
次
の
点
で
誤
つ
て
い
よ
う
。
つ
ま
り
、
個
人
意
思
自
治
の
原
理
は
事
柄
の
正
常
な
場
合
に
つ
い
て

立
言
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
意
思
が
表
現
さ
れ
れ
ば
（
そ
し
て
通
常
は
正
し
く
表
現
さ
れ
る
）
、
そ
の
意
思
に
し
た
が
つ
て
法
律
関
係
が
形
成
さ
れ
、

そ
れ
は
当
事
者
の
意
思
の
力
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
個
人
意
思
自
治
の
原
理
は
正
常
で
な
い
（
例
外
的
な
）
場
合
の
政
策
如
何
に
ょ
つ
て

左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
点
の
現
実
の
解
決
に
つ
い
て
は
、
極
端
な
意
思
主
義
か
ら
極
端
な
表
示
主
義
ま
で
見
解
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
O
Φ
一
ε
躍
ω
浮
8
艮
①
も
、
少
く
と
も
法
形
成
（
汐
3
房
鴨
9
巴
け
琶
範
）
に
向
け
ら
れ
た
行
為
が
あ
る
と
し
て
、
そ

こ
に
実
現
し
た
意
思
は
表
意
者
に
帰
せ
し
め
ら
れ
る
（
N
ξ
9
言
窪
）
と
い
う
帰
責
の
根
拠
と
し
て
表
示
主
義
の
結
果
を
認
め
る
方
向
で
評
価
さ

れ
る
か
、
或
は
そ
れ
と
も
効
力
あ
ら
し
め
る
意
思
（
O
鼻
琶
膓
且
宝
）
が
な
い
と
し
て
意
思
主
義
の
結
果
を
認
め
る
方
向
で
評
価
さ
れ
る
か
に
な

ろ
う
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
面
で
の
O
①
一
ε
昌
鵯
浮
8
ユ
①
の
功
績
は
、
意
思
主
義
と
表
示
主
義
の
超
克
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
ど
ち
ら
の
結
果

を
と
る
に
し
て
も
、
意
思
と
表
示
の
齪
驕
あ
る
場
合
、
例
外
の
場
合
に
つ
い
て
そ
の
結
果
を
認
め
る
こ
と
の
根
拠
（
帰
責
理
由
）
を
求
め
て
い
る

点
に
あ
ろ
う
。

　
意
思
表
示
の
効
力
を
め
ぐ
る
意
思
主
義
と
表
示
主
義
の
対
立
の
中
で
、
日
本
民
法
は
一
つ
の
意
思
主
義
の
立
場
に
立
つ
も
の
と
い
え
る
。
そ
れ
が

明
瞭
に
現
わ
れ
て
い
る
の
は
錯
誤
無
効
を
規
定
し
た
九
五
条
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
本
文
で
「
意
思
表
示
ハ
法
律
行
為
ノ
要
素
二
錯
誤
ア
リ
タ
ル

　
　
　
表
見
代
理
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
（
一
一
一
）



　
　
　
表
見
代
理
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
　
（
二
二
）

ト
キ
ハ
無
効
」
と
さ
れ
て
い
る
。
意
思
主
義
の
立
場
か
ら
は
、
錯
誤
無
効
も
そ
れ
は
錯
誤
だ
か
ら
無
効
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
錯
誤
に
よ
つ
て
意

思
欠
飲
を
来
た
し
て
い
る
か
ら
無
効
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
立
場
か
ら
は
意
思
欠
歓
が
あ
る
限
り
（
要
素
に
当
る
か
の
検
討
を
要
す
る
が
）

そ
れ
だ
け
で
無
効
の
要
件
は
十
分
で
あ
る
。
要
件
論
と
し
て
は
何
が
意
思
欠
敏
か
、
意
思
欠
歓
と
し
て
保
護
す
べ
き
も
の
は
何
か
が
中
心
間
題
と
な

る
（
動
機
の
錯
誤
、
な
か
ん
ず
く
性
質
錯
誤
の
取
扱
い
が
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
る
）
。
な
お
、
立
法
論
的
に
い
え
ば
、
錯
誤
の
効
果
は
必
ず
し
も
無
効
に
限
ら
れ

ず
、
ド
イ
ッ
民
法
の
規
定
の
よ
う
に
取
消
可
能
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
ま
た
錯
誤
あ
る
表
意
者
に
信
頼
利
益
を
賠
償
さ
せ
る
こ
と
も
結
び
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

う
る
（
ド
民
一
一
九
、
二
三
）
。
た
だ
、
九
五
条
但
書
の
「
表
意
者
自
ラ
其
無
効
ヲ
主
張
ス
ル
コ
ト
を
得
ス
」
の
規
定
は
意
思
主
義
に
当
然
に
適
合
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

る
立
法
で
は
な
く
、
説
明
を
要
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
但
書
は
と
く
に
「
表
意
者
二
重
大
ナ
ル
過
失
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
」
（
傍
点
林
脇
）
と
規
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
内
心
の
意
思
と
異
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
表
示
し
た
悪
意
の
場
合
に
極
め
て
近
い
も
の
と
し
て
、
表
意
者
か
ら
は
無
効

を
主
張
し
え
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
、
表
示
主
義
の
立
場
か
ら
錯
誤
無
効
の
規
定
を
置
こ
う
と
す
れ
ば
、
意
思
主
義
の
立

場
か
ら
す
る
よ
り
は
（
そ
し
て
九
五
条
が
現
実
に
規
定
し
て
い
る
よ
り
は
）
よ
り
多
く
の
要
件
を
必
要
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
表
示
主
義
の
立
場

か
ら
い
え
ば
、
個
人
意
思
自
治
の
原
理
に
お
い
て
意
思
表
示
の
効
力
は
意
思
の
効
果
で
あ
る
と
い
う
場
合
に
も
、
直
接
に
は
、
意
思
表
示
の
効

力
、
或
は
契
約
の
拘
束
力
は
、
意
思
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
惹
き
起
こ
す
相
手
方
の
信
頼
を
裏
切
つ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
求
め

ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
表
意
者
が
意
識
あ
る
表
現
行
為
を
す
る
限
り
（
無
意
識
の
う
ち
に
な
さ
れ
た
、
或
は
表
現
行
為
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
行
為
と
し
て
、
或
は
表
現
行
為
と
し
て
の
要
件
を
欠
く
が
）
、
そ
の
通
り
の
効
果
を
帰
属
さ
せ
て
よ
ろ
し
い
、
た
と

え
内
心
の
意
思
が
対
応
し
て
い
な
く
と
も
、
そ
れ
は
意
思
表
示
と
い
う
方
法
を
使
う
者
の
受
け
る
べ
き
効
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
に
み
る
と
、
表
示
主
義
の
立
場
か
ら
は
錯
誤
の
場
合
も
有
効
と
な
る
が
、
た
だ
有
効
と
い
う
効
果
も
相
手
方
の
信
頼
の
下
に
表
意
者
の
受
け

　
ヤ
　
　
　
ヤ

る
べ
き
効
果
で
あ
る
か
ら
、
表
意
者
は
或
る
場
合
に
は
こ
の
効
果
を
受
け
な
く
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
相
手
方
が
表
意
者
に
錯
誤
の
あ
る
こ
と
を
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

識
し
て
い
る
、
或
は
相
手
方
は
当
然
そ
れ
を
認
識
し
う
べ
き
で
あ
る
の
に
認
識
し
な
か
つ
た
と
い
う
相
手
方
の
事
情
が
要
件
と
な
る
は
ず
で
あ
る



（
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
表
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
と
そ
れ
以
前
の
過
程
に
分
つ
こ
と
の
み
が
関
心
事
な
の
で
あ
つ
て
、
後
者
の
過
程
の
中
で
の
細
い
分
類
、
内

心
的
効
果
意
思
か
、
動
機
か
の
区
別
は
意
味
が
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
た
と
え
ば
我
妻
説
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
表
示
主
義
に
お
け
る
動
機
の
錯
誤
の
位
置
づ
け
が

理
解
さ
れ
る
）
。
こ
の
よ
う
な
特
別
の
要
件
を
置
い
て
い
な
い
九
五
条
の
規
定
は
し
た
が
つ
て
表
示
主
義
の
立
場
に
立
つ
も
の
と
は
い
え
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
九
五
条
に
先
き
立
つ
九
三
条
、
九
四
条
が
規
定
す
る
心
裡
留
保
、
虚
偽
表
示
の
位
置
づ
け
如
何
の
問
題
に
移
ろ
う
。
と
く
に
心
裡
留

保
で
は
九
三
条
本
文
が
「
意
思
表
示
ハ
表
意
者
力
其
真
意
二
非
サ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
テ
之
ヲ
為
シ
タ
ル
為
メ
其
効
力
ヲ
妨
ケ
ラ
ル
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
目
本
民
法
は
表
示
主
義
を
と
つ
た
の
で
は
な
い
か
、
或
は
折
衷
主
義
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
し
か

し
、
表
示
主
義
に
立
つ
な
ら
ば
、
九
三
条
本
文
の
効
果
は
規
定
せ
ず
と
も
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
「
相
手
方
力
表
意
者
ノ
真
意
ヲ
知
リ
又
ハ
之
ヲ

知
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
カ
リ
シ
ト
キ
ハ
其
意
思
表
示
ハ
無
効
」
と
す
る
但
書
の
積
極
的
な
根
拠
づ
け
が
問
題
と
な
る
と
と
も
に
、
本
文
で
は
か
え
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

「
其
真
意
二
非
サ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
テ
為
シ
タ
ル
為
メ
」
（
傍
点
林
脇
）
と
い
う
特
別
の
要
件
も
不
要
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
規
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
か

ら
九
三
条
が
表
示
主
義
の
立
場
に
立
つ
と
み
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
折
衷
主
義
と
い
わ
れ
る
場
合
、
同
一
の
法
典
の
同
一
の
箇
所

で
（
九
三
条
、
九
四
条
と
九
五
条
の
よ
う
に
）
、
一
つ
の
条
文
で
は
意
思
主
義
、
他
の
条
文
で
は
表
示
主
義
に
立
つ
と
い
う
立
法
は
考
え
ら
れ
な
い
。
主

義
と
は
、
当
然
す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
一
ま
と
ま
り
の
規
定
を
通
し
て
一
つ
の
原
理
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
折
衷
主
義
な
ど
と
い

う
主
義
は
あ
り
え
な
い
、
折
衷
が
あ
る
と
す
れ
ば
結
果
の
折
衷
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
主
義
に
立
つ
て
原
則
的
な
場
合
に
つ

い
て
は
そ
の
主
義
が
認
め
る
結
果
が
支
配
す
る
が
、
す
べ
て
の
場
合
に
つ
い
て
そ
の
結
果
を
貫
徹
す
る
こ
と
は
不
都
合
で
あ
り
、
例
外
的
な
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

に
つ
い
て
他
の
主
義
の
認
め
る
結
果
を
採
る
方
が
適
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
民
法
は
こ
の
意
味
で
の
折
衷
を
行
つ
て
お
り
、
意
思

主
義
を
採
り
な
が
ら
、
例
外
的
に
或
る
特
定
の
場
合
に
つ
い
て
意
思
欠
歓
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
意
思
表
示
を
有
効
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
意
思
主
義
は
、
意
思
欠
歓
の
場
合
に
、
相
手
方
の
利
益
も
考
慮
し
た
上
で
な
お
相
手
方
の
不
利
益
に
お
い
て
意
思
表
示
を
無
効
と
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
表
意
者
と
相
手
方
の
具
体
的
な
利
益
衡
量
は
、
意
思
表
示
を
無
効
と
し
て
表
意
者
の
利
益
を
考
慮
す
る
に
は
当
ら
ず
、
相
手
方
の
利
益

　
　
　
表
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一
一
　
　
　
（
一
二
二
）
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一
一
四
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が
重
く
考
慮
さ
れ
る
特
殊
な
場
合
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
場
合
、
意
思
表
示
は
有
効
と
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
意
思
主
義
の
根
本
に

反
し
な
い
だ
け
の
要
件
の
下
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
要
件
お
よ
び
そ
れ
を
認
め
る
根
拠
如
何
が
問
題
と
な
る
。

　
ま
ず
、
九
三
条
の
心
裡
留
保
の
場
合
は
、
意
思
表
示
の
効
力
の
本
則
か
ら
い
つ
て
意
思
を
欠
く
か
ら
無
効
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
本
文
の
規
定

す
る
効
果
は
純
然
た
る
意
思
の
効
果
、
つ
ま
り
内
心
の
意
思
が
具
つ
て
い
る
こ
と
に
基
く
効
果
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
表
意
者
が
内
心
の
意
思
と

異
る
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
あ
え
て
表
示
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
相
手
方
の
利
益
の
保
護
に
重
点
が
移
り
、
意
思
表
示
を
有
効
と
し
た
（
九
三
本
）
。

し
か
し
、
相
手
方
の
利
益
が
重
く
考
慮
さ
れ
る
に
つ
い
て
の
利
益
衡
量
か
ら
、
相
手
方
が
表
意
者
に
内
心
の
意
思
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
知
り

ま
た
は
知
る
こ
と
を
う
べ
か
り
し
と
き
は
、
相
手
方
に
つ
き
も
は
や
保
護
を
要
せ
ず
、
再
び
意
思
表
示
は
無
効
と
さ
れ
る
（
九
三
但
）
。
心
裡
留
保

は
意
思
表
示
の
効
力
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
内
心
の
意
思
が
具
つ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
の
意
思
表
示
の
本
来
の
効
力
で
は
な
く
、
直
接

的
根
拠
は
、
意
思
表
示
の
本
来
の
効
力
の
発
生
し
な
い
と
こ
ろ
に
規
定
さ
れ
た
補
則
と
し
て
の
行
為
の
責
任
、
す
な
わ
ち
、
個
人
意
思
自
治
の
原
理

の
系
と
考
え
ら
れ
る
自
己
責
任
の
原
理
（
表
意
者
は
表
示
に
ょ
つ
て
相
手
方
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
内
容
ま
で
意
識
し
て
行
為
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
責
任
は
自
ら
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
責
任
は
、
表
示
さ
れ
た
通
り
の
効
果
、
あ
た
か
も
意
思
表
示
が
本
来
的
に
有
効
で
あ
れ
ば
生
じ
る

効
果
を
表
意
者
に
帰
属
せ
し
め
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
）
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
九
四
条
の
虚
偽
表
示
の
場
合
は
、
「
虚
偽
ノ
意
思
表

示
」
、
つ
ま
り
内
心
の
意
思
を
欠
い
て
い
る
か
ら
意
思
表
示
の
効
力
の
本
則
か
ら
い
つ
て
無
効
で
あ
る
。
よ
り
詳
し
く
い
え
ば
、
表
意
者
と
し
て
は

表
示
に
対
応
す
る
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
る
意
思
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
る
行
為
の
外
形
だ
け
籍
り
る
と
い
う
意
思
は

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
外
形
だ
け
籍
り
る
意
思
は
法
が
そ
れ
に
協
力
し
て
効
力
を
与
え
る
意
味
を
も
た
な
い
。
そ
こ
で
、
九
四
条
一
項
は

「
相
手
方
ト
通
シ
テ
為
シ
タ
ル
虚
偽
ノ
意
思
表
示
ハ
無
効
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
心
の
意
思
を
欠
く
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
表
示
上
或
る
外

形
を
作
り
出
し
て
い
る
が
、
心
裡
留
保
の
場
合
と
異
つ
て
相
手
方
と
通
謀
し
て
い
る
た
め
、
表
示
に
対
す
る
信
頼
を
保
護
す
べ
ぎ
相
手
方
は
存
し

な
い
（
無
効
の
効
果
の
確
定
）
。
た
だ
、
そ
の
行
為
外
の
第
三
者
が
表
示
に
よ
つ
て
作
ら
れ
た
外
形
を
信
頼
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
「
意
思
表
示
ノ



無
効
ハ
之
ヲ
以
テ
善
意
ノ
第
三
者
二
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
し
て
、
第
三
者
の
保
護
を
図
つ
て
い
る
（
九
四
H
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
日
本
民
法
が
九
三
条
か
ら
九
五
条
を
通
じ
て
採
っ
て
い
る
態
度
は
、
意
思
主
義
の
立
場
に
立
つ
て
意
思
表
示
の
効
力
を
決
定

し
、
そ
の
補
則
と
し
て
、
内
心
の
意
思
を
欠
く
こ
と
を
知
つ
て
（
九
三
本
、
九
四
1
）
、
或
は
重
大
な
過
失
に
よ
つ
て
知
ら
ず
に
（
九
五
但
）
表
示
し

た
と
き
、
内
心
の
意
思
が
欠
け
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
効
力
を
発
生
さ
せ
る
（
九
三
本
）
、
或
は
無
効
を
主
張
し
え
な
い
（
九
四
H
、
九
五
但
）
と
い
う

特
別
の
扱
い
を
し
て
い
る
。

　
（
1
）
村
上
淳
一
・
ド
イ
ッ
普
通
法
学
の
錯
誤
論
・
ド
イ
ッ
の
近
代
法
学
（
昭
和
三
九
・
二
）
所
収
五
頁
は
、
意
思
主
義
、
表
示
主
義
と
い
う
言
葉
の
多
義
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
（
2
）
論
者
に
よ
れ
ば
意
思
表
示
の
解
釈
を
論
じ
て
い
る
の
か
法
律
行
為
の
解
釈
を
論
じ
て
い
る
の
か
が
不
明
で
あ
り
、
こ
の
混
同
に
も
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は

　
　
意
思
表
示
の
解
釈
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
3
）
い
国
暮
Φ
8
Φ
貰
の
一
い
o
鐸
ぎ
魯
α
8
げ
母
閃
Φ
葺
畠
窪
閑
Φ
o
窪
の
』
ゆ
F
u
N
出
巴
び
9
且
、
ω
ω
●
o。
ゆ
o
。
～
o
（
㎝
・
＞
虹
中
く
8
国
。
ρ
器
憲
①
a
Φ
ざ
一
8
0
）
●

　
（
4
）
意
思
欠
敏
の
場
合
に
意
思
表
示
の
効
力
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
い
う
意
思
主
義
の
立
場
自
体
、
理
論
上
必
然
の
も
の
で
は
な
く
て
、
一
つ
の
価
値
判
断
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
影

　
　
響
を
ど
の
よ
う
な
形
の
も
の
と
す
る
か
、
絶
対
無
効
か
、
相
対
無
効
か
、
取
消
可
能
か
も
、
ま
た
一
つ
の
価
値
判
断
で
定
め
う
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
錯
誤
あ
る
意
思
表
示
が
取

　
　
消
可
能
と
さ
れ
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
無
効
と
い
う
場
合
で
も
、
そ
れ
は
効
果
否
定
と
い
う
結
果
を
う
る
一
つ
の
法
的
な
方
法
な
の
で
あ
り
、
そ
の
行
為
が
無
、
な
か
つ
た
の
で
は

　
　
な
い
か
ら
、
相
手
方
の
そ
れ
に
よ
つ
て
蒙
る
損
失
、
信
頼
利
益
の
賠
償
を
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　
（
5
）
　
村
上
教
授
は
、
意
思
主
義
、
表
示
主
義
の
論
争
を
整
理
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
こ
と
が
最
も
適
切
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
意
思
と
表
示
の
不
一
致
が

　
　
相
手
方
に
よ
つ
て
認
識
さ
れ
う
る
こ
と
…
…
を
無
効
の
原
則
的
な
要
件
と
す
る
i
言
い
か
え
れ
ぽ
、
相
手
方
に
よ
つ
て
認
識
さ
れ
な
い
不
一
致
に
基
い
て
無
効
を
主
張
す
る
こ
と

　
　
は
許
さ
れ
な
い
、
と
い
う
原
則
を
と
る
ー
の
が
『
表
示
主
義
』
で
あ
り
、
こ
の
要
件
を
課
す
必
要
を
み
と
め
な
い
の
が
『
意
思
主
義
』
だ
」
と
す
る
（
村
上
・
前
掲
六
頁
参
照
）
。

四

　
①
＝
二
条
の
場
合
　
前
条
の
一
二
条
で
は
代
理
権
の
消
滅
事
由
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
の
事
由
に
よ
り
「
代
理
権
ハ
…
…
消
滅
ス
」
と
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

る
。
こ
れ
を
受
け
て
一
一
二
条
は
「
代
理
権
ノ
消
滅
ハ
之
ヲ
以
テ
善
意
ノ
第
三
者
二
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
但
第
三
者
力
過
失
二
因
リ
テ
其
事
実
ヲ

知
ラ
サ
リ
シ
ト
キ
ハ
此
限
二
在
ラ
ス
」
（
傍
点
林
脇
）
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
の
態
様
か
ら
み
て
、
立
法
者
は
、
一
定
の
事
由
に
よ
つ
て
代

理
権
は
消
滅
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
し
か
し
、
代
理
権
の
消
滅
は
　
（
二
一
条
一
項
で
規
定
し
て
い
る
本
人
の
死
亡
、
代
理
人
の
禁
治
産
、
破
産
に
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三
　
　
　
（
二
五
）
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（
一
一
六
）

し
ろ
外
部
か
ら
捉
え
に
く
い
が
、
と
く
に
二
項
で
は
内
部
関
係
の
終
了
も
代
理
権
消
滅
事
由
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
）
外
部
か
ら
は
把
捉
し
難
い
の
で
、
代
理

権
の
消
滅
は
善
意
の
第
三
者
に
は
対
抗
し
え
な
い
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
善
意
の
第
三
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
本
人
か
ら
代

理
行
為
の
無
効
（
代
理
権
消
滅
↓
無
権
代
理
↓
無
効
）
を
主
張
し
え
ず
有
効
の
扱
い
を
受
け
る
（
相
対
的
無
効
）
が
、
こ
の
場
合
、
そ
の
有
効
と
は
代
理

行
為
に
つ
い
て
有
権
代
理
と
同
じ
こ
と
に
な
る
の
か
、
或
は
や
は
り
無
権
代
理
で
は
あ
る
が
、
本
人
か
ら
無
効
を
主
張
し
え
な
い
と
い
う
制
限
が

つ
く
だ
け
な
の
か
が
問
題
と
な
り
、
通
常
、
こ
れ
は
一
一
三
条
以
下
の
無
権
代
理
の
規
定
の
適
用
の
有
無
に
つ
き
決
め
手
に
な
る
と
さ
れ
る
。

　
「
善
意
ノ
第
三
者
二
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
或
は
単
純
に
「
第
三
者
二
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
他
の
場
合
（
た
と
え
ば
、

九
四
H
、
九
六
皿
、
四
六
六
H
但
、
四
七
二
、
四
七
三
、
五
〇
五
豆
但
：
以
上
「
善
意
ノ
…
…
二
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
。
一
一
三
H
本
、
一
七
七
、
一
七
八
、
三

五
二
、
三
六
四
1
、
三
六
五
、
三
六
六
、
三
七
六
1
、
∬
、
四
六
七
1
、
H
、
四
六
八
－
本
、
H
、
四
六
九
、
五
一
五
、
五
三
九
、
五
八
一
1
、
五
八
四
但
、
六
〇
五
、

六
五
五
、
六
七
六
1
、
六
八
○
但
：
以
上
「
…
…
二
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
。
特
殊
な
用
法
と
し
て
相
殺
の
対
抗
に
つ
ぎ
、
五
〇
九
、
五
一
〇
、
五
一
一
）
に
つ
い
て

み
る
に
、
対
抗
と
は
、
一
般
に
は
或
る
効
果
が
生
じ
て
い
る
、
或
は
要
件
事
実
が
行
わ
れ
て
い
る
、
或
る
事
由
が
存
在
す
る
と
き
に
、
そ
の
効
果
の

発
生
、
要
件
事
実
、
事
由
の
存
在
を
特
定
の
人
に
向
つ
て
主
張
し
え
な
い
こ
と
で
あ
つ
て
、
そ
の
特
定
の
人
に
対
す
る
関
係
で
も
効
果
の
発
生
、

要
件
事
実
、
事
由
の
存
在
が
全
く
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
。
一
一
二
条
は
、
相
手
方
の
善
意
に
加
え
て
無
過
失
を
要
求
し
て
い
る

　
（
二
二
但
）
。
こ
の
点
で
も
、
一
一
二
条
の
効
果
（
代
理
行
為
の
効
果
が
本
人
に
及
ぶ
）
は
限
定
さ
れ
た
者
に
対
す
る
特
別
の
効
果
と
い
え
よ
う
（
も
つ

と
も
文
言
だ
け
か
ら
こ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
善
意
ノ
第
三
者
二
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
場
合
の
中
に
も
、
　
一
般
に
そ
の
効
果
の

発
生
を
否
定
し
た
上
で
、
当
然
そ
の
効
果
の
発
生
を
第
三
者
に
対
抗
し
え
な
い
、
た
だ
例
外
的
に
悪
意
の
者
に
対
し
て
効
果
の
発
生
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
が

あ
る
。
後
述
の
五
四
条
、
商
法
三
八
条
等
参
照
）
。
も
つ
と
も
、
一
般
に
代
理
権
が
消
滅
し
て
い
る
と
い
つ
て
も
、
代
理
権
が
与
え
ら
れ
て
こ
れ
ま
で
存

在
し
て
き
た
こ
と
は
、
と
く
に
事
情
が
変
わ
ら
な
い
限
り
代
理
権
が
今
も
存
続
し
て
い
る
と
い
う
事
実
上
の
推
定
を
働
か
せ
る
か
ら
、
一
二
一
条

の
効
果
を
受
け
る
こ
と
か
ら
免
れ
よ
う
と
す
れ
ば
、
本
人
は
、
相
手
方
の
悪
意
、
或
は
有
過
失
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。



　
そ
こ
で
、
二
二
条
の
場
合
に
、
代
理
権
消
滅
と
い
う
効
果
が
す
で
に
生
じ
て
い
る
と
す
る
と
、
そ
の
場
合
の
代
理
行
為
は
無
権
代
理
で
あ
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
一
定
の
要
件
の
下
に
本
人
に
効
果
が
帰
属
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
一
一
三
条
以
下
の
無
権
代
理
の
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1
）

規
定
（
本
人
か
ら
の
追
認
、
或
は
追
認
拒
絶
、
相
手
方
か
ら
の
催
告
、
取
消
、
無
権
代
理
人
へ
の
請
求
）
の
適
用
が
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
適
用
の
必
要

性
お
よ
び
妥
当
性
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
本
人
か
ら
相
手
方
へ
の
追
認
（
二
三
、
二
六
）
は
相
手
方
の
取
消
を
封
じ
よ
う
と

す
る
と
き
に
意
味
が
あ
る
が
、
追
認
拒
絶
を
し
て
も
相
手
方
が
表
見
代
理
を
主
張
し
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
限
り
で
意
味
が
な
い
。
相
手
方
か
ら
の
催

告
（
一
一
四
）
は
格
別
実
益
が
な
い
が
（
相
手
方
と
し
て
は
、
そ
の
行
為
を
取
消
し
て
無
と
す
る
か
、
表
見
代
理
を
主
張
し
て
本
人
に
対
す
る
か
、
或
は
後
述
の

よ
う
に
そ
れ
が
許
さ
れ
れ
ぽ
無
権
代
理
人
の
責
任
を
問
う
か
で
あ
る
）
、
本
人
の
追
認
を
促
す
だ
け
の
意
味
で
認
め
て
も
差
し
支
え
な
い
。
取
消
（
一
一
五
）

お
よ
び
無
権
代
理
人
へ
の
請
求
（
一
一
七
）
は
、
相
手
方
と
し
て
は
本
来
本
人
に
効
果
が
帰
属
す
る
こ
と
を
狙
つ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
表
見

代
理
に
よ
つ
て
そ
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
行
為
を
取
り
消
し
た
り
、
無
権
代
理
人
に
請
求
し
た
り
す
る
こ
と
を
認
め
る
必
要
は
な
い
と

も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
他
方
、
本
人
に
と
つ
て
は
代
理
権
が
す
で
に
消
滅
し
て
い
る
の
に
一
一
二
条
の
規
定
に
よ
つ
て
効
果
が
帰
せ
し
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
手
方
の
意
思
如
何
に
よ
つ
て
で
は
あ
れ
効
果
を
受
け
る
こ
と
か
ら
免
れ
る
の
は
不
都
合
で
な
い
し
、
相
手
方
に
と
つ
て
も

表
見
代
理
の
主
張
が
通
る
こ
と
は
確
実
で
は
な
い
か
ら
、
取
り
消
さ
せ
る
こ
と
は
過
重
な
保
護
と
ば
か
り
も
い
え
な
い
。
一
二
条
一
項
の
消
滅
事

由
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
一
一
三
条
以
下
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
か
の
点
で
の
上
述
の
考
察
に
事
実
上
い
く
ら
か
の
限
定
が
生
ず
る
が
（
た
と

え
ば
、
本
人
死
亡
の
場
合
で
あ
れ
ば
本
人
か
ら
の
追
認
は
問
題
に
な
ら
な
い
し
、
相
手
方
か
ら
の
本
人
に
対
す
る
催
告
も
問
題
に
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
本
人
の
い

わ
ゆ
る
地
位
を
承
継
さ
せ
て
相
続
人
か
ら
の
追
認
を
認
め
、
或
は
相
続
人
に
対
す
る
催
告
を
許
す
こ
と
は
適
当
で
な
か
ろ
う
。
代
理
人
死
亡
の
場
合
に
は
代
理
権
消

滅
後
の
代
理
行
為
と
い
う
現
象
は
生
じ
な
い
）
、
一
一
一
条
二
項
で
任
意
代
理
に
つ
い
て
は
内
部
関
係
で
あ
る
委
任
の
終
了
に
よ
つ
て
代
理
権
は
消
滅
す

る
と
し
て
い
る
か
ら
（
二
項
の
規
定
に
よ
り
一
項
で
規
定
す
る
以
外
で
代
理
権
の
消
滅
事
由
と
な
る
の
は
、
委
任
者
の
破
産
〔
六
五
三
〕
、
委
任
者
、
受
任
者
よ
り

の
委
任
の
解
除
〔
六
五
じ
）
、
た
と
え
ば
当
事
者
の
意
思
に
よ
つ
て
委
任
が
終
了
し
た
場
合
、
そ
の
後
の
代
理
行
為
に
つ
い
て
は
＝
三
条
以
下
の
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八
）

規
定
の
適
用
如
何
が
す
べ
て
問
題
と
な
る
。
上
述
の
考
察
の
よ
う
に
、
こ
の
場
合
、
一
一
三
条
以
下
の
規
定
（
二
七
条
に
つ
い
て
は
後
述
）
の
適
用
を

認
め
て
も
、
各
当
事
者
、
と
り
わ
け
善
意
の
第
三
者
（
相
手
方
）
の
不
利
益
と
は
な
ら
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
問
題
と

な
る
の
は
、
無
権
代
理
人
の
責
任
を
間
う
一
一
七
条
の
規
定
の
適
用
で
あ
る
。
委
任
の
終
了
に
つ
い
て
は
対
抗
要
件
の
規
定
が
あ
り
（
六
五
五
）
、

た
と
え
ば
本
人
死
亡
の
場
合
も
、
相
続
人
（
↑
本
人
）
か
ら
通
知
し
、
或
は
代
理
人
が
こ
れ
を
知
つ
て
い
る
の
で
な
い
と
委
任
の
終
了
は
対
抗
し
え

な
い
か
ら
、
少
く
と
も
内
部
関
係
で
は
無
権
代
理
行
為
を
行
つ
た
受
任
者
の
責
任
を
追
及
し
え
な
い
。
こ
の
限
り
で
第
三
者
も
無
権
代
理
人
の
責

任
を
追
及
し
え
ず
（
無
権
代
理
人
は
請
求
を
受
け
て
も
自
分
に
対
す
る
関
係
で
は
委
任
の
終
了
は
対
抗
し
え
な
い
こ
と
を
第
三
者
に
対
し
て
も
抗
弁
し
う
る
）
、

相
続
人
（
↑
本
人
）
に
請
求
す
る
し
か
途
は
な
い
と
考
え
る
か
、
或
は
委
任
の
終
了
の
対
抗
は
委
任
者
と
受
任
者
の
内
部
的
な
関
係
と
し
て
、
第
三

者
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
無
権
代
理
人
は
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
上
で
相
続
人
（
↑
本
人
）
と
代
理
人
と
の
間
で
委
任
事
務
処

理
の
た
め
要
し
た
費
用
の
償
還
請
求
が
行
わ
れ
る
（
六
五
〇
皿
）
と
す
る
か
が
問
題
と
な
る
（
同
様
に
、
委
任
者
の
破
産
の
場
合
に
つ
い
て
、
破
産
六
五

参
照
）
。
一
一
七
条
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
後
に
一
〇
九
条
、
一
一
〇
条
の
場
合
と
併
せ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
こ
の
一
一
二
条
の
表
見
代
理
の
根
拠
を
考
え
る
に
、
代
理
権
が
消
滅
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
有
効
と
し
て
扱
う
基
礎
に
は
、
代
理
権
が
与

え
ら
れ
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
に
基
い
て
代
理
権
が
現
在
も
存
続
し
て
い
る
と
い
う
事
実
上
の
推
定
が
働
く
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
推
定
を

作
り
出
す
に
つ
い
て
本
人
の
作
為
を
要
し
な
い
。
こ
の
事
実
上
の
推
定
を
打
ち
破
る
に
は
代
理
権
の
消
滅
を
相
手
方
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
こ
れ
を
し
な
か
つ
た
こ
と
に
本
人
の
過
失
を
認
め
て
、
一
二
一
条
を
本
人
の
過
失
、
作
為
に
基
く
責
任
と
す
る
の
は
当
ら
な
い
。
純
然
た

る
事
実
上
の
推
定
の
力
と
い
つ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
反
面
、
一
一
二
条
で
は
代
理
権
が
存
続
す
る
と
い
う
事
実
上
の
推
定
に
止
ま
る
の
で
あ

つ
て
、
こ
の
こ
と
は
一
一
一
条
で
代
理
権
は
一
定
の
事
由
に
よ
つ
て
相
手
方
の
知
、
不
知
に
か
か
わ
ら
ず
消
滅
す
る
こ
と
、
と
く
に
任
意
代
理
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

お
い
て
は
内
部
関
係
の
終
了
に
よ
つ
て
代
理
権
も
消
滅
す
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
立
法
の
態
度
は
、
内
部
関
係
が
な
く
な
つ
た
と
き
に
代
理
権

だ
け
残
し
て
お
く
の
は
意
味
が
な
い
と
し
て
、
代
理
権
の
少
く
と
も
消
滅
に
つ
い
て
は
（
内
部
関
係
な
し
に
代
理
権
だ
け
発
生
さ
せ
る
こ
と
、
或
は
内



部
関
係
と
代
理
権
の
範
囲
と
の
一
致
、
内
部
関
係
か
ら
離
れ
て
代
理
権
だ
け
消
滅
せ
し
め
う
る
か
は
別
と
し
て
）
、
内
部
関
係
と
連
結
せ
し
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。

　
②
一
〇
九
条
の
場
合
　
本
条
の
規
定
す
る
場
合
を
有
権
代
理
と
解
す
る
か
、
表
見
代
理
と
解
す
る
か
は
、
第
一
に
次
の
点
に
か
か
つ
て
い

る
。
本
人
が
代
理
権
を
与
え
る
と
い
う
意
思
を
表
示
し
て
い
る
の
か
、
す
な
わ
ち
「
第
三
者
二
対
シ
テ
他
人
二
代
理
権
ヲ
与
ヘ
タ
ル
旨
」
の
表
示

が
効
果
意
思
の
表
示
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
代
理
権
を
与
え
た
旨
の
単
純
な
通
知
、
つ
ま
り
観
念
通
知
で
あ
る
か
で
あ
る
。
後
の
場
合
、
そ
の
通

知
と
は
別
に
代
理
権
が
現
実
に
与
え
ら
れ
て
い
れ
ば
（
た
と
え
授
与
表
示
が
間
違
つ
て
い
よ
う
が
）
有
権
代
理
と
す
る
に
問
題
は
な
い
か
ら
、
一
〇
九

条
が
代
理
権
を
授
与
し
た
旨
の
観
念
通
知
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
代
理
権
が
現
実
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
に
授
与
表
示

を
し
た
場
合
、
つ
ま
り
無
権
代
理
の
場
合
に
つ
い
て
、
と
く
に
本
人
に
効
果
が
及
ぶ
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
前
の
場
合
、
代
理
権

授
与
の
効
果
意
思
の
表
示
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
効
果
を
本
人
が
受
け
る
の
は
当
然
で
あ
る
（
す
で
に
九
九
条
で
「
代
理
人
力
其
権
限
内
二
於
テ
」

代
理
行
為
を
な
し
た
場
合
に
そ
の
効
力
は
本
人
に
つ
き
生
ず
る
と
し
て
い
る
）
か
ら
、
｝
〇
九
条
は
こ
の
点
を
と
く
に
規
定
す
る
必
要
は
な
く
、
代
理
権
授

与
行
為
の
形
（
誰
に
向
け
て
表
示
さ
れ
る
か
。
ド
民
一
六
七
－
参
照
）
に
つ
い
て
規
定
し
た
、
す
な
わ
ち
代
理
権
授
与
の
意
思
は
代
理
人
と
な
る
者
に

向
け
て
表
示
さ
れ
る
場
合
の
み
で
な
く
（
逆
に
こ
の
場
合
に
代
理
権
授
与
の
意
思
表
示
に
な
る
と
す
る
規
定
は
な
い
が
、
一
〇
九
条
が
第
三
者
に
対
す
る
表

示
の
場
合
を
取
り
立
て
て
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
代
理
人
と
な
る
者
に
向
け
て
の
表
示
は
当
然
代
理
権
授
与
の
意
思
表
示
に
な
る
と
し
て
い
る
も
の
と
考

え
て
よ
か
ろ
う
）
、
第
三
者
に
対
す
る
表
示
も
代
理
権
授
与
の
意
思
表
示
に
な
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
と
い
え
る
。
一
〇
九
条
に
用
い
ら
れ
た

「
与
ヘ
タ
ル
旨
」
の
表
示
と
い
う
文
言
か
ら
い
え
ば
、
通
常
、
効
果
意
思
の
表
示
は
代
理
権
を
与
え
る
と
い
う
表
示
で
あ
つ
て
、
「
与
ヘ
タ
ル
旨
」

の
表
示
は
代
理
権
が
す
で
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
の
通
知
と
読
む
の
が
素
直
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
法
律
の
解
釈
に
お
い
て
文
言
が
絶
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3
）

対
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
文
言
の
不
適
切
さ
を
補
正
し
て
効
果
意
思
の
表
示
と
読
む
こ
と
が
妥
当
か
が
間
題
と
な
る
。
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こ
の
点
の
解
決
に
は
、
代
理
権
授
与
行
為
の
性
質
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
が
一
つ
の
か
ぎ
に
な
る
。
代
理
権
授
与
行
為
に
つ
き
内
部
関
係
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か
ら
の
独
自
性
を
認
め
、
代
理
人
と
行
為
す
る
こ
と
に
な
る
相
手
方
に
向
け
て
代
理
権
授
与
の
意
思
表
示
を
な
し
う
る
も
の
と
解
す
れ
ば
、
一
〇

九
条
の
表
示
は
ま
さ
に
こ
の
代
理
権
授
与
の
意
思
表
示
で
あ
る
（
し
た
が
つ
て
、
一
〇
九
条
の
規
定
す
る
場
合
は
有
権
代
理
で
あ
る
）
と
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
代
理
権
授
与
行
為
に
つ
き
内
部
関
係
か
ら
の
独
自
性
を
認
め
ず
、
或
は
こ
れ
を
認
め
て
も
代
理
権
授
与
行
為
は
本
人
と

代
理
人
と
な
る
者
と
の
間
の
契
約
で
あ
る
、
さ
ら
に
本
人
の
単
独
の
意
思
表
示
で
あ
る
と
し
て
も
代
理
人
と
な
る
者
に
向
け
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
一
〇
九
条
の
表
示
は
代
理
権
授
与
の
意
思
表
示
で
は
あ
り
え
な
い
（
し
た
が
つ
て
、
一
〇
九
条
を
有
権
代
理
の
場
合
の
規
定
と

読
む
こ
と
は
困
難
で
あ
る
）
。
と
く
に
代
理
権
授
与
行
為
契
約
説
で
、
特
定
の
者
（
代
理
人
と
な
る
者
）
に
向
け
て
の
申
込
が
他
の
者
（
代
理
行
為
の
相
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

方
）
に
対
し
て
な
さ
れ
る
と
い
う
の
は
理
解
し
難
い
。

　
そ
こ
で
、
代
理
権
授
与
行
為
の
性
質
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
代
理
人
が
代
理
行
為
を
行
つ
た
と
き
本
人
に
効
力
が
生
ず
る
と
い
う
代
理
の

効
力
発
生
か
ら
考
え
る
と
、
代
理
権
授
与
行
為
と
は
代
理
人
の
代
理
行
為
と
合
し
て
代
理
の
効
力
を
発
生
せ
し
め
る
本
人
の
効
果
意
思
の
表
示
で

あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
代
理
の
効
力
と
い
う
も
の
は
、
代
理
人
の
効
果
意
思
の
表
示
（
そ
れ
が
相
手
方
の
効
果
意
思
と
結

び
つ
く
〉
だ
け
で
は
発
生
し
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
本
人
の
　
「
こ
の
範
囲
で
の
効
果
は
自
分
が
引
き
受
け
る
」
と
い
う
効
果
意
思
の
表
示
が
あ
つ

て
、
こ
れ
を
含
め
て
相
手
方
の
効
果
意
思
と
結
び
つ
く
と
き
に
代
理
の
効
力
が
発
生
す
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
代
理
権
授
与
行
為
は
、
本
来

的
に
は
、
代
理
行
為
の
相
手
方
に
向
け
て
な
さ
れ
る
意
思
表
示
（
そ
れ
だ
け
で
は
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
従
属
的
意
思
表
示
）
で
あ
つ
て

法
律
行
為
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
性
質
を
も
つ
代
理
権
授
与
行
為
も
、
包
括
的
代
理
権
の
場
合
ま
で
含
め
て
統
一
的
に

理
解
し
、
な
お
代
理
行
為
の
相
手
方
が
定
つ
て
い
な
い
（
そ
の
選
択
ま
で
代
理
人
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
）
場
合
も
考
慮
し
て
、
代
理
権
を
代
理
行
為
と

切
り
離
し
て
一
個
の
効
力
要
件
と
し
て
構
成
し
て
い
る
法
律
の
下
で
は
、
代
理
権
授
与
行
為
は
次
の
よ
う
に
構
成
し
直
す
こ
と
が
可
能
で
あ

ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
代
理
権
は
代
理
人
が
一
定
の
範
囲
で
代
理
行
為
を
行
つ
た
場
合
に
本
人
に
効
力
が
生
ず
る
た
め
の
効
力
要
件
で
あ
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

（
こ
の
効
力
要
件
を
指
し
て
、
代
理
人
の
地
位
と
い
つ
て
も
資
格
〔
い
£
三
B
簿
一
〇
菖
と
い
つ
て
も
法
的
な
力
と
い
つ
て
も
、
或
は
代
理
適
状
と
い
つ
て
も
、
き
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6
）

ら
に
こ
の
よ
う
な
も
の
を
効
力
要
件
で
あ
る
と
い
う
以
外
に
と
く
に
名
付
け
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
と
い
つ
て
も
よ
い
が
）
、
そ
の
よ
う
な
代
理
権
の
授
与
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7
）

は
本
人
の
単
独
行
為
に
よ
つ
て
代
理
人
と
な
る
者
に
向
け
て
、
或
は
直
接
に
代
理
行
為
の
相
手
方
に
向
け
て
な
さ
れ
る
。
代
理
人
と
な
る
者
に
向

け
て
な
さ
れ
た
意
思
表
示
は
代
理
権
授
与
行
為
と
し
て
完
成
す
る
が
、
こ
れ
は
代
理
人
を
通
し
て
相
手
方
に
通
知
さ
れ
る
（
或
は
通
知
は
本
人
か
ら

相
手
方
に
直
接
な
さ
れ
て
も
よ
い
）
こ
と
を
要
す
る
。
ま
た
、
す
で
に
相
手
方
が
決
ま
つ
て
い
る
場
合
に
は
直
接
相
手
方
に
向
け
て
意
思
表
示
が
な

さ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
（
代
理
人
が
こ
れ
を
知
つ
て
、
或
は
知
ら
ず
に
で
あ
れ
、
代
理
行
為
を
行
い
、
或
は
相
手
方
の
本
人
に
対
す
る
行
為
を
受
け
れ
ば
、
有

権
代
理
と
な
る
）
。

　
代
理
権
授
与
の
意
思
表
示
を
代
理
人
と
行
為
す
る
こ
と
に
な
る
相
手
方
に
向
け
て
な
す
こ
と
も
で
き
る
単
独
行
為
と
解
す
る
と
、
一
〇
九
条
は

た
だ
こ
の
こ
と
を
規
定
し
た
だ
け
、
つ
ま
り
代
理
権
授
与
行
為
の
形
を
示
し
た
だ
け
（
し
た
が
つ
て
、
当
り
前
の
有
権
代
理
の
規
定
）
と
い
う
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
〇
九
条
が
こ
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
と
し
て
も
、
こ
れ
が
現
実
に
果
し
て
い
る
機
認
か
ら
い
つ
て
、
さ
ら
に
外
形
的
に
代

理
権
授
与
の
表
示
は
あ
る
が
内
心
の
効
果
意
思
と
喰
い
違
つ
て
い
る
場
合
、
或
は
代
理
権
授
与
の
意
思
表
示
は
代
理
人
と
な
る
者
に
向
け
て
な
さ

れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
代
理
権
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
に
代
理
権
を
与
え
た
旨
の
表
示
が
直
接
本
人
か
ら
或
は
代
理
人
を
通
し
て
相
手
方

に
な
さ
れ
た
場
合
の
効
力
如
何
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
〇
九
条
は
、
本
人
か
ら
相
手
方
に
向
け
て
或
る
者
に
代
理
権
を
与
え

る
或
は
与
え
た
旨
の
表
示
が
な
さ
れ
た
、
つ
ま
り
相
手
方
を
し
て
或
る
者
に
代
理
権
が
あ
る
と
信
ぜ
し
め
る
表
示
が
あ
る
と
き
に
、
一
定
の
要
件

の
下
に
、
本
人
に
代
理
の
効
力
を
発
生
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
定
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
一
〇
九
条
で
と
く
に
規
定
し
て
い
な
い
が
、

本
人
の
意
思
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
な
表
示
に
こ
の
効
力
を
与
え
て
い
る
の
か
が
こ
こ
で
の
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
、
外
形
的
に
代
理
権
授
与
の
意

思
表
示
は
あ
る
が
内
心
の
効
果
意
思
と
喰
い
違
つ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
の
効
力
を
ど
の
よ
う
に
決
す
る
か
は
九
三
条
以
下
の
一
般
の
意
思

表
示
の
規
定
に
よ
つ
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
代
理
権
授
与
行
為
も
一
つ
の
意
思
表
示
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
一
般
の
意
思
表
示
の

規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
（
と
く
に
こ
れ
を
妨
げ
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
な
い
限
り
）
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
は
、
上
述
の
意
思
表
示
理
論
に
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つ
い
て
の
検
討
（
前
出
三
所
説
）
に
し
た
が
え
ば
、
内
心
に
代
理
権
授
与
の
意
思
の
な
い
の
を
知
り
な
が
ら
、
或
は
重
大
な
過
失
が
あ
つ
て
こ
れ

を
知
ら
ず
に
代
理
権
授
与
の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
、
そ
れ
は
代
理
権
授
与
の
意
思
表
示
と
し
て
効
力
を
妨
げ
ら
れ
な
い
、
或
は
無
効
で
あ
る
が

表
意
者
の
方
か
ら
無
効
を
主
張
し
え
な
い
と
い
う
効
果
を
認
め
る
ζ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
九
三
条
以
下
の
規
定
を
代
理
権
授
与
行
為
に
適
用
し

た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
限
り
で
は
と
く
に
一
〇
九
条
の
規
定
を
ま
つ
て
決
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
次
に
、
一
〇
九
条
の
「
代
理
権
ヲ
与
ヘ
タ
ル
旨
」
の
表
示
に
意
思
表
示
以
外
の
表
示
、
上
述
の
観
念
通
知
も
含
ま
れ
る
と
す
る
と
、
こ
の
観
念

通
知
の
効
力
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
ま
ず
、
こ
の
観
念
通
知
に
九
三
条
以
下
の
意
思
表
示
の
規
定
の
適
用
な
い
し
類
推
が
あ
る
か
。
つ
ま

り
、
代
理
権
授
与
を
通
知
す
る
真
意
は
な
い
の
に
（
代
理
権
を
与
え
て
い
な
い
の
を
承
知
し
て
い
る
か
ら
）
代
理
権
を
与
え
た
旨
の
通
知
を
し
た
と
き

（
九
三
）
、
或
は
代
理
権
を
与
え
た
旨
の
通
知
に
な
る
こ
と
の
意
義
を
思
い
誤
つ
て
（
或
は
代
理
権
を
与
え
て
い
な
い
の
に
与
え
た
も
の
と
思
い
誤
つ
て
）

代
理
権
を
与
え
た
旨
の
通
知
を
し
た
と
き
に
（
九
五
）
、
こ
れ
ら
の
通
知
は
通
知
そ
の
も
の
と
し
て
効
力
を
も
つ
か
。
通
知
そ
の
も
の
と
し
て
の
効

力
如
何
の
点
で
は
九
三
条
以
下
の
規
定
の
類
推
を
認
め
て
よ
い
も
の
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
事
実
の
通
知
の
真
意
な
し
に
（
た
と
え
ば
事
実
と
相

違
す
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
た
め
）
或
る
事
実
の
通
知
を
し
た
と
き
、
重
大
な
過
失
に
よ
り
予
期
す
る
と
こ
ろ
と
異
る
通
知
が
な
さ
れ
て
し
ま
う

（
た
と
え
ば
事
実
の
認
識
が
誤
つ
て
い
る
た
め
）
こ
と
を
知
ら
ず
に
通
知
を
し
た
と
き
に
は
、
或
る
事
実
の
通
知
と
し
て
の
効
力
を
も
ち
、
或
は
そ
の
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ヤ

効
力
を
も
た
な
い
こ
と
を
通
知
者
か
ら
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
通
知
が
通
知
そ
の
も
の
と
し
て
の
効
力
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ヤ
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ヤ

を
も
つ
と
し
て
も
、
現
実
に
代
理
権
が
授
与
さ
れ
て
い
な
い
の
に
代
理
権
を
与
え
た
旨
の
（
代
理
権
が
あ
る
こ
と
が
肯
定
さ
れ
る
よ
う
な
）
通
知
と
し
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て
の
効
力
を
も
ち
う
る
か
で
あ
る
。
一
般
に
、
観
念
通
知
に
九
三
条
以
下
の
意
思
表
示
の
規
定
の
類
推
が
あ
る
か
と
い
う
と
き
に
問
題
と
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

る
の
は
、
通
知
そ
の
も
の
に
き
ず
が
あ
る
が
そ
の
通
知
を
有
効
と
す
れ
ば
事
実
に
適
合
し
た
通
知
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
の
に
、
こ
こ
で

は
通
知
を
有
効
と
し
て
も
そ
の
通
知
は
な
お
事
実
に
適
合
し
な
い
た
め
、
通
知
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
な
事
実
が
あ
る
も
の
と
し
て
処
理
し
て
よ
い

か
が
問
題
と
な
る
。
一
〇
九
条
は
こ
の
点
を
規
定
し
て
お
り
、
事
実
と
異
つ
た
通
知
が
な
さ
れ
た
場
合
に
も
そ
の
通
知
そ
の
も
の
が
上
述
の
九
三



条
以
下
の
規
定
の
類
推
の
意
味
で
効
力
を
も
つ
な
ら
ば
、
本
人
は
代
理
人
が
相
手
方
と
の
間
に
な
し
た
「
行
為
二
付
キ
其
責
二
任
ス
」
る
。
つ
ま

り
、
現
実
に
代
理
権
は
な
い
が
（
無
権
代
理
）
、
代
理
権
が
授
与
さ
れ
て
い
て
そ
の
通
知
が
な
さ
れ
た
の
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

一
〇
九
条
で
代
理
権
授
与
の
通
知
に
代
理
権
授
与
の
意
思
表
示
と
同
様
の
取
扱
い
を
認
め
た
の
は
、
代
理
権
授
与
行
為
が
代
理
人
と
な
る
者
に
向

け
て
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
相
手
方
に
と
つ
て
代
理
権
の
存
在
は
代
理
権
授
与
の
通
知
に
よ
つ
て
し
か
知
り
え
な
い
点
で
、
直
接
相
手
方
に
向
け

て
な
さ
れ
る
代
理
権
授
与
の
意
思
表
示
と
取
扱
い
を
同
様
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
基
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
代
理
権
授
与
行
為
に
お
い
て
表
示
と
内
心
の
意
思
に
喰
い
違
い
が
あ
る
場
合
で
あ
れ
、
代
理
権
が
与
え
ら
れ
て
い

な
い
の
に
そ
の
通
知
が
な
さ
れ
た
場
合
で
あ
れ
、
相
手
方
か
ら
み
て
代
理
権
の
存
在
を
信
ぜ
し
め
る
表
示
が
あ
る
場
合
に
も
、
単
に
そ
の
よ
う
に

信
ぜ
し
め
る
外
観
に
基
い
て
一
〇
九
条
の
効
果
が
出
て
く
る
の
で
は
な
く
て
、
表
示
す
る
つ
も
り
で
表
示
し
た
、
或
は
重
大
な
過
失
が
あ
つ
て
誤

つ
て
表
示
し
た
こ
と
に
結
び
つ
く
効
果
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
本
人
が
代
理
人
に
白
紙
委
任
状
、
権
利
証
を
交
付
し
た
場
合
に
も
必
ず
し
も
常
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

一
〇
九
条
の
代
理
権
授
与
表
示
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
代
理
権
授
与
行
為
が
無
効
で
あ
る
、
或
は
何
ら
か
の
理
疵
に
よ
り
（
第
三
者
の

詐
欺
、
強
迫
に
よ
り
授
権
行
為
が
行
わ
れ
た
、
或
は
授
権
行
為
が
無
能
力
者
に
よ
り
行
わ
れ
た
）
後
に
取
り
消
さ
れ
た
と
い
う
と
き
に
、
そ
の
表
示
だ
け

が
、
意
思
表
示
の
効
力
の
原
則
か
ら
離
れ
て
、
一
〇
九
条
の
「
代
理
権
ヲ
与
ヘ
タ
ル
旨
」
の
表
示
と
し
て
通
用
し
、
一
〇
九
条
所
定
の
効
果
を
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

生
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。

　
③
一
一
〇
条
の
場
合
　
　
本
条
で
は
「
代
理
人
力
其
権
限
外
ノ
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
場
合
」
に
一
定
の
要
件
の
下
に
本
人
は
そ
の
行
為
に
つ
き
責

に
任
ず
る
も
の
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
　
「
権
限
外
」
と
い
う
と
き
に
そ
の
権
限
は
何
に
よ
つ
て
定
ま
る
か
と
い
え
ば
、
任
意
代
理
に
つ
い
て
は

代
理
権
授
与
行
為
に
よ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
代
理
権
授
与
行
為
の
内
容
は
、
個
別
的
な
事
項
に
つ
い
て
代
理
権
を
与
え
る
場
合
に
は
「
○
○
の
事

項
に
つ
き
何
某
を
代
理
人
と
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
別
的
代
理
権
が
与
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
通
常
何
ら
か
の
事
項
の
委

任
が
あ
つ
て
そ
の
実
行
の
た
め
に
代
理
権
が
授
与
さ
れ
る
か
ら
、
内
部
関
係
か
ら
隔
絶
し
て
代
理
権
授
与
行
為
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
委
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一
＝
　
　
　
（
一
二
三
）
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二
二
　
　
　
（
一
二
四
）

任
、
代
理
権
授
与
を
総
体
と
し
て
み
る
と
、
委
任
事
項
の
実
行
に
つ
い
て
細
い
指
図
や
ら
制
限
や
ら
が
つ
く
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
売
買
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
の
代
理
権
授
与
に
お
い
て
、
代
金
い
く
ら
以
上
で
売
る
こ
と
と
か
、
契
約
の
相
手
方
に
は
こ
の
よ
う
な
資
格
の
人
を
選
ぶ
こ
と
と

か
、
さ
ら
に
は
契
約
を
結
ぶ
段
階
で
本
人
に
相
談
す
る
こ
と
と
か
の
限
定
が
つ
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
き
代
理
権
の
範
囲
、
代
理

権
の
制
限
の
間
題
で
あ
る
の
か
、
代
理
権
に
は
影
響
し
な
い
内
部
的
な
指
図
と
考
え
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
何
を
基
準
に
し
て
区
別
す
る
の
か

は
困
難
な
間
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
内
部
的
な
委
任
契
約
に
つ
い
て
委
任
の
本
旨
に
な
り
、
こ
れ
に
反
す
る
こ
と
は
受
任
者
の
義
務
違
反
に
な
る

（
六
四
四
参
照
）
の
は
明
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
直
ち
に
代
理
権
の
範
囲
の
問
題
と
し
て
、
な
さ
れ
た
代
理
行
為
の
効
力
に
影
響
を
及
ぽ
す
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
代
理
の
制
度
か
ら
い
つ
て
確
か
に
不
都
合
な
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
代
理
権
の
存
在
、
範
囲
は
、
通
常
、
或
る
抽
象
的
な

形
で
し
か
代
理
行
為
の
相
手
方
に
示
さ
れ
な
い
か
ら
、
相
手
方
と
し
て
は
抽
象
的
な
形
で
知
り
う
る
も
の
以
外
に
ど
の
よ
う
な
制
限
が
付
さ
れ
て

い
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
点
に
つ
い
て
の
本
人
の
意
思
は
何
か
を
一
々
知
ら
な
け
れ
ば
安
心
で
き
な
い
と
い
う
の
で
は
、
代
理
制
度
の
趣
旨
（
一
々

本
人
の
意
思
を
確
め
な
く
と
も
代
理
人
と
行
為
し
う
る
）
を
没
却
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
代
理
権
を
代
理
行
為
か
ら
切
り
離
し
一
個
の
効
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

要
件
と
し
て
構
成
す
る
代
理
権
の
抽
象
化
の
必
要
は
こ
の
点
に
も
基
く
。
こ
こ
で
は
、
代
理
権
授
与
の
意
思
表
示
が
内
部
的
な
契
約
と
同
時
に
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

わ
れ
よ
う
と
独
立
し
て
行
わ
れ
よ
う
と
、
内
部
的
な
契
約
の
内
容
、
細
い
指
図
と
は
別
に
代
理
権
の
範
囲
が
確
定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
問
題
は
、
内
部
関
係
か
ら
離
れ
て
代
理
権
の
範
囲
が
何
を
基
準
と
し
て
ど
こ
ま
で
と
確
定
さ
れ
る
か
に
あ
る
。
現
実
に
法
が
採
つ
た
一
つ
の
方

法
は
、
或
る
程
度
の
包
括
的
代
理
権
の
場
合
（
代
理
人
が
組
織
の
中
で
事
務
執
行
を
担
当
し
て
い
る
場
合
）
に
つ
き
、
本
人
の
意
思
か
ら
離
れ
て
、
代

理
権
の
法
定
を
行
う
も
の
で
あ
る
（
た
と
え
ば
、
民
法
五
三
条
本
文
は
「
理
事
ハ
総
テ
法
人
ノ
事
務
二
付
キ
法
人
ヲ
代
表
ス
」
と
規
定
し
、
こ
れ
を
受
け
て
五
四

条
で
「
理
事
ノ
代
理
権
二
加
ヘ
タ
ル
制
限
ハ
之
ヲ
以
テ
善
意
ノ
第
三
者
二
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ど
と
規
定
す
る
。
同
様
の
規
定
の
形
式
を
と
る
も
の
と
し
て
、

商
四
三
、
七
八
、
一
三
五
、
一
四
七
、
二
六
一
、
七
〇
〇
、
七
一
四
等
参
照
）
。
或
は
こ
の
よ
う
な
代
理
権
の
範
囲
の
法
定
が
行
わ
れ
な
い
ま
で
も
、
仮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

り
に
代
理
権
授
与
行
為
を
要
式
行
為
な
い
し
書
面
行
為
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
一
定
の
形
式
を
と
つ
て
現
わ
れ
た
も
の
が
代
理
権
の
範
囲
で
あ



る
と
な
し
う
る
。
し
か
し
、
現
行
法
は
代
理
権
授
与
行
為
を
こ
の
よ
う
な
書
面
行
為
と
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
通
常
、
慣
行
と
し
て
、
代
理
行
為

が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
本
人
か
ら
代
理
人
に
委
任
状
が
交
付
さ
れ
、
相
手
方
も
代
理
行
為
で
あ
る
と
知
れ
ば
委
任
状
の
提
示
を
要
求
す
る
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
し
て
委
任
状
が
相
手
方
に
提
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
記
載
が
一
応
代
理
権
の
範
囲
と
さ
れ
、
委
任
状
も
な
い
場
合
に
相
手
方
は

行
為
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
代
理
権
の
有
無
、
範
囲
を
本
人
に
確
め
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
、
こ
れ
に
よ
り
本
人
の
応
答
し
た
と
こ
ろ
が
一
応
代
理
権

の
範
囲
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
代
理
権
（
の
範
囲
）
の
抽
象
化
が
行
わ
れ
る
と
、
そ
も
そ
も
代
理
権
の
範
囲
を
超
え
て
い
て
し
か
も
表
見
代
理
に
な
る
と
い
う
場

合
が
あ
り
う
る
か
（
代
理
権
の
範
囲
が
抽
象
化
さ
れ
そ
こ
に
入
る
限
り
で
は
有
権
代
理
と
す
る
と
、
抽
象
化
さ
れ
明
確
に
さ
れ
た
範
囲
を
超
え
て
い
れ
ば
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

O
条
の
「
信
ス
ヘ
キ
正
当
理
宙
の
要
件
の
下
に
表
見
代
理
と
な
る
余
地
は
な
い
）
が
問
題
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
「
何
某
と
の
間
に
金
銭
消
費
貸
借
契
約

を
締
結
し
、
そ
の
担
保
と
し
て
所
有
す
る
不
動
産
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
代
理
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た
と
き
に
、
そ
の
不
動
産

を
譲
渡
す
れ
ば
無
権
代
理
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
同
時
に
表
見
代
理
と
な
り
え
な
い
こ
と
も
明
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
一
〇
〇

万
円
の
範
囲
で
金
銭
消
費
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
」
こ
と
の
代
理
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た
が
（
二
〇
〇
万
円
の
範
囲
で
」
と
い
う
限
定
は
、
委
任
事
項
そ

の
も
の
に
関
す
る
か
ら
、
内
部
的
な
制
限
だ
け
で
な
し
に
、
代
理
権
の
範
囲
の
限
定
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
）
、
委
任
状
に
は
単
に
金
銭
消
費
貸
借
契
約
の
締
結

と
だ
け
記
載
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
一
五
〇
万
円
の
借
金
が
な
さ
れ
た
と
い
う
場
合
如
何
。
委
任
状
の
記
載
に
ょ
つ
て
代
理
権
の
範
囲
が
確

定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
記
載
で
は
借
金
の
範
囲
の
限
定
は
な
い
か
ら
、
一
五
〇
万
円
の
借
金
も
有
権
代
理
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

代
理
権
の
範
囲
が
法
定
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
れ
ば
格
別
、
こ
の
よ
う
な
法
定
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
、
た
と
え
ば
委
任
状
の
記
載
に
法
定
と
同

様
の
効
力
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
つ
ま
り
、
代
理
権
の
抽
象
化
と
い
つ
て
も
、
現
行
法
上
、
具
体
的
に
ど
こ
ま
で
本
人
の
現
実
の
意
思
と

切
断
さ
れ
て
い
る
か
が
間
題
で
あ
る
。
前
出
の
例
で
、
本
人
の
代
理
権
授
与
の
意
思
は
二
〇
〇
万
円
の
範
囲
で
」
借
金
す
る
た
め
代
理
権
を
与

え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
委
任
状
は
こ
れ
を
証
明
す
る
手
段
、
或
は
相
手
方
に
通
知
す
る
方
法
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
事
実
（
現
実
に
授
与
さ
れ
た
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一
二
五
）
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二
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（
一
二
六
）

代
理
権
の
範
囲
）
に
相
違
す
る
通
知
が
な
さ
れ
た
点
は
暫
く
措
い
て
、
一
五
〇
万
円
の
借
金
は
無
権
代
理
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
前
出
の
代
理
権
が
法
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
現
実
に
本
人
の
意
思
に
よ
つ
て
代
理
権
に
制
限
が
加
え
ら
れ
た
と
き
、
「
之
ヲ
以

　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

テ
善
意
ノ
第
三
者
二
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
（
傍
点
林
脇
）
と
い
う
文
言
と
の
関
連
で
、
そ
の
制
限
を
超
え
て
行
為
さ
れ
た
と
き
に
、
こ
れ
を

ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
が
論
議
さ
れ
る
。
ま
ず
、
代
理
権
の
範
囲
が
法
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
を
制
限
し
よ
う
と
し
て
も

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

代
理
権
の
制
限
と
し
て
は
効
力
が
な
い
（
最
も
徹
底
す
れ
ば
、
制
限
し
て
も
意
味
が
な
い
か
ら
、
代
理
行
為
の
相
手
方
の
善
意
、
悪
意
の
区
別
も
要
せ
ず
、
有
権

代
理
と
な
る
）
。
し
た
が
つ
て
、
法
文
は
「
代
理
権
二
加
ヘ
タ
ル
制
限
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
代
理
権
の
制
限
で
は
な
く
内
部
的
な
制
限
と
解
す

る
他
な
い
。
問
題
は
、
こ
の
制
限
が
「
善
意
ノ
第
三
者
二
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
な
い
と
さ
れ
る
点
で
理
解
が
岐
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
は
、

お
よ
そ
代
理
権
の
範
囲
の
法
定
も
代
理
権
の
範
囲
を
容
易
に
知
り
え
な
い
第
三
者
の
た
め
に
意
味
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
善
意
の
第
三
者
に
対
す

る
限
り
で
制
限
が
な
い
も
の
と
し
て
意
味
を
も
つ
が
、
悪
意
の
者
に
対
し
て
は
制
限
は
代
理
権
の
制
限
と
し
て
働
き
、
こ
の
制
限
に
反
し
て
な
さ
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
で
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

れ
た
代
理
行
為
は
無
権
代
理
行
為
で
あ
る
と
す
る
（
「
代
理
権
二
加
ヘ
タ
ル
制
限
ハ
．
．
…
善
意
ノ
第
三
者
二
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
（
傍
点
林
脇
）
と
い
う

文
言
に
は
忠
実
な
解
釈
）
。
他
の
一
つ
は
、
代
理
権
の
範
囲
が
法
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
、
そ
の
法
定
の
範
囲
で
の
代
理
行
為
は
常

に
有
権
代
理
で
あ
る
、
但
し
、
現
実
に
な
さ
れ
る
制
限
は
内
部
的
な
制
限
と
し
て
働
き
う
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
内
部
的
な
制
限
は
と
く
に
代

理
権
の
抽
象
化
の
要
請
が
な
け
れ
ば
代
理
権
の
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
が
自
然
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
現
実
の
制
限
を
知
つ
て
い
る
第
三
者
に
つ

い
て
は
（
一
般
の
悪
意
の
抗
弁
と
同
じ
趣
旨
で
）
制
限
が
あ
る
も
の
と
し
て
行
為
の
結
果
を
無
効
と
し
て
差
し
支
え
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
規
定

の
文
言
か
ら
は
離
れ
、
む
し
ろ
「
制
限
は
効
力
を
有
し
な
い
。
但
し
相
手
方
が
悪
意
な
り
し
と
き
は
此
の
限
り
に
あ
ら
ず
」
の
意
味
に
な
る
。
立
法
の
沿
革
か
ら

み
れ
ぽ
、
代
理
権
の
範
囲
を
法
定
し
た
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で
あ
り
、
前
出
の
商
法
三
八
条
に
相
当
す
る
ド
イ
ッ
商
法
五
〇
条
一
項
で
は
善
意
、
悪
意
の
区
別
を

し
て
い
な
い
点
な
ど
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
後
者
の
解
釈
を
と
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
）
。
こ
れ
に
対
し
、
一
一
〇
条
の
場
合
に
は
、
代
理
権
授
与
行
為
に
要
式

性
は
要
求
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
し
て
代
理
権
の
範
囲
の
法
定
も
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
代
理
権
に
つ
い
て
抽
象
化
が
予
定
さ
れ
な
が
ら
も
、
現



行
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
結
局
代
理
権
の
範
囲
は
本
人
の
現
実
の
意
思
に
よ
つ
て
定
ま
り
、
し
た
が
っ
て
代
理
行
為
の
相
手
方
か
ら
は
知
り
え
な

い
代
理
権
の
限
定
が
あ
り
う
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
わ
が
民
法
に
特
有
の
越
権
の
場
合
に
お
け
る
代
理
行
為
の
相
手
方
の
保
護

が
必
要
と
な
る
。
本
人
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
代
理
権
の
限
定
を
知
る
こ
と
が
本
人
の
（
多
く
は
代
理
人
を
通
し
て
の
）
表
示
か
ら
で
は
困
難
で
あ
る

と
き
に
、
事
実
認
定
に
よ
る
有
権
代
理
へ
の
繰
込
み
と
み
ら
れ
る
現
象
が
生
ず
る
一
方
、
有
権
代
理
と
認
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
、
二
〇

条
は
、
表
見
代
理
と
し
て
本
人
に
効
果
を
帰
属
さ
せ
る
と
い
う
扱
い
を
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
前
出
の
例
で
、
一
五
〇
万
円
の
借
金
が
無
権
代
理

と
な
つ
た
と
き
に
、
相
手
方
か
ら
す
れ
ば
通
常
払
わ
れ
る
注
意
を
も
つ
て
委
任
状
の
文
言
を
信
ず
る
他
な
く
、
本
人
は
も
し
代
理
権
の
限
定
を
確

実
に
行
お
う
と
す
れ
ば
委
任
状
の
記
載
に
よ
り
そ
の
旨
を
示
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
委
任
状
の
記
載
の
範
囲

ま
で
代
理
権
あ
り
と
「
信
ス
ヘ
キ
正
当
ノ
理
由
」
が
あ
る
も
の
と
し
て
本
人
は
代
理
行
為
に
つ
き
責
に
任
ず
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て

く
る
と
、
一
一
〇
条
の
「
権
限
ア
リ
ト
信
ス
ヘ
キ
正
当
ノ
理
由
」
も
、
本
人
の
表
示
と
切
り
離
し
て
、
単
に
外
観
か
ら
み
て
相
手
方
に
お
い
て
代

理
権
が
あ
る
と
信
ず
る
に
過
失
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
任
意
代
理
に
つ
い
て
は
本
人
の
代
理
権
授
与
の
表
示
（
意
思
表
示
お
よ
び
観
念

通
知
）
を
受
け
た
と
き
に
代
理
権
あ
り
と
理
解
さ
れ
る
の
が
無
理
か
ら
ぬ
場
合
で
あ
り
、
一
〇
九
条
の
表
見
代
理
の
趣
旨
と
重
な
つ
て
く
る
。
つ
ま

り
、
一
〇
九
条
の
場
合
は
、
代
理
権
を
与
え
て
い
な
い
の
に
代
理
権
を
与
え
た
旨
の
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
一
一
〇
条
の
場
合

は
、
代
理
権
の
範
囲
に
つ
い
て
限
定
し
て
い
る
の
に
そ
の
限
定
が
明
か
に
な
ら
な
い
よ
う
な
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、
そ
の
趣
旨
は
異
ら

な
い
。

　
④
無
権
代
理
人
へ
の
請
求
　
　
一
〇
九
条
、
一
一
〇
条
、
一
一
二
条
を
通
し
て
、
私
見
は
、
こ
れ
ら
の
場
合
を
有
権
代
理
と
の
極
め
て
密
接
な

近
似
性
に
か
か
わ
ら
ず
（
代
理
権
の
抽
象
化
が
よ
り
進
む
な
ら
ば
有
権
代
理
と
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
）
、
現
行
法
の
立
場
か
ら
は
従
来
の
通
説
の
い
う
通

り
、
表
見
代
理
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
が
正
し
い
と
し
た
。
そ
こ
で
、
表
見
代
理
を
広
い
意
味
で
有
権
代
理
、
無
権
代
理
の
い
ず
れ
に
属
せ
し
め

る
か
の
問
題
が
生
ず
る
。
代
理
権
の
有
無
か
ら
い
え
ば
無
権
代
理
に
、
本
人
に
効
果
が
及
ぶ
点
か
ら
す
れ
ば
有
権
代
理
に
加
え
ら
れ
る
が
、
間
題

　
　
　
表
見
代
理
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
（
二
一
七
）



　
　
　
表
見
代
理
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
　
（
一
二
八
）

は
、
有
権
代
理
、
無
権
代
理
と
い
う
形
式
的
な
二
分
で
は
な
く
、
個
別
の
規
定
の
い
ず
れ
が
表
見
代
理
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
か
で
あ
る
。
こ
の

観
点
か
ら
、
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
無
権
代
理
人
へ
の
請
求
を
規
定
す
る
コ
七
条
の
適
用
の
有
無
で
あ
る
。
狡
義
の
無
権
代
理

の
場
合
に
は
、
相
手
方
は
本
人
に
対
し
て
全
く
そ
の
効
果
の
帰
属
を
主
張
し
え
な
い
こ
と
、
ま
た
、
無
権
代
理
人
と
し
て
も
、
本
人
へ
の
帰
責
事

由
な
く
（
一
〇
九
条
、
一
一
〇
条
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
）
、
代
理
権
の
な
い
こ
と
を
承
知
で
、
或
は
理
由
な
し
に
（
多
く
の
場
合
過
失
が
認
め
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
）
無
権
代
理
行
為
を
行
つ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
行
為
を
な
し
た
代
理
人
に
責
任
を
負
わ
せ
る
の
が
愛
当
で
あ
る
。
　
二
七
条
一
項
は
代

理
人
が
「
其
代
理
権
ヲ
証
明
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
且
本
人
ノ
追
認
ヲ
得
サ
リ
シ
ト
キ
ハ
」
と
規
定
す
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
無
権
代
理
人
に
い
わ
ば
無

過
失
責
任
を
負
わ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
行
為
を
な
し
た
者
と
し
て
の
責
任
を
負
わ
せ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

い
わ
ゆ
る
表
見
代
理
の
場
合
に
は
、
第
一
に
、
相
手
方
と
し
て
は
本
人
に
効
果
が
帰
属
す
る
も
の
と
し
て
行
為
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
表
見

代
理
に
な
り
本
人
に
効
果
が
及
ぶ
こ
と
を
主
張
し
う
る
な
ら
ば
無
権
代
理
人
へ
の
請
求
は
認
め
ら
れ
な
く
と
も
相
手
方
の
保
護
に
欠
け
る
と
こ
ろ

は
な
い
。
そ
こ
で
、
表
見
代
理
と
な
る
す
べ
て
の
場
合
に
つ
い
て
相
手
方
か
ら
代
理
人
へ
の
請
求
を
認
め
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
つ
て
、
表
見
代

理
と
さ
れ
る
場
合
の
う
ち
で
も
代
理
人
が
代
理
権
の
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
或
は
過
失
に
よ
り
こ
れ
を
知
ら
ず
に
行
為
し
た
と
き
に
の
み
代

理
人
の
責
任
を
問
い
う
る
も
の
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
表
見
代
理
が
観
念
的
に
広
義
の
無
権
代
理
で
あ
る
か
広
義
の
有
権
代
理
で
あ
る
か
に
よ

つ
て
二
七
条
の
適
用
の
有
無
が
画
一
的
に
決
ま
る
の
で
は
な
く
、
以
上
の
観
点
か
ら
一
〇
九
条
、
一
一
〇
条
、
二
二
条
の
表
見
代
理
の
そ
れ

ぞ
れ
の
場
合
に
つ
い
て
個
別
的
に
決
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
幾
代
・
前
掲
四
〇
一
～
四
頁
参
照
。

　
（
2
）
　
こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ッ
民
法
一
七
〇
条
お
よ
び
一
七
一
条
に
よ
れ
ば
、
代
理
権
が
第
三
者
に
対
す
る
意
思
表
示
に
よ
つ
て
授
与
さ
れ
た
場
合
、
第
三
者
に
対
す
る
特
別
の
通
知
に

　
よ
つ
て
代
理
権
授
与
表
示
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
授
権
者
が
第
三
者
に
そ
の
消
滅
を
通
知
す
る
ま
で
、
通
知
と
同
一
の
方
法
で
撤
回
す
る
ま
で
は
、
代
理
権
は
効
力
を
存
続
す
る
。

　
日
本
民
法
の
解
釈
に
つ
い
て
も
、
木
村
・
外
部
的
授
権
と
代
理
権
の
濫
用
・
民
法
異
説
の
研
究
（
昭
四
七
・
六
）
所
収
三
三
～
四
頁
は
同
様
の
見
解
を
と
り
、
外
部
的
授
権
は
基
礎
的

　
法
律
関
係
と
独
立
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
表
示
の
撤
回
の
通
知
が
第
三
者
に
到
達
す
る
ま
で
、
代
理
権
は
存
続
す
る
と
す
る
。

　
（
3
）
現
行
｝
〇
九
条
の
立
法
に
当
つ
て
は
、
起
草
者
お
よ
び
審
議
を
な
し
た
者
の
間
に
は
、
本
条
を
有
権
代
理
の
場
合
を
規
定
す
る
も
の
と
す
る
見
解
が
強
か
つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る



　
（
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
第
一
巻
二
〇
三
丁
表
、
二
〇
四
丁
裏
～
二
〇
五
丁
表
参
照
）
。

（
4
）
も
つ
と
も
註
（
3
）
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
代
理
権
授
与
行
為
の
性
質
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
条
が
有
権
代
理
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
立

　
法
に
当
つ
て
は
強
か
つ
た
。
代
理
権
授
与
行
為
が
本
人
の
単
独
行
為
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
有
権
代
理
と
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
本
人
と
代
理
人
と
の
間
の
契
約
で
あ
る
と
す
る
契

　
約
説
か
ら
も
、
　
「
代
理
権
ヲ
与
ヘ
タ
ル
旨
」
の
表
示
が
本
人
か
ら
の
申
込
で
あ
り
、
代
理
人
が
そ
れ
を
知
つ
て
代
理
行
為
を
な
し
た
（
或
は
受
け
た
）
と
き
に
代
理
人
の
承
諾
（
黙
示

　
の
承
諾
）
が
あ
り
、
代
理
権
授
与
の
契
約
が
成
立
す
る
と
す
る
（
註
（
3
）
前
掲
一
九
二
丁
表
～
一
九
四
丁
表
、
三
丁
表
、
裏
、
六
丁
裏
～
七
丁
裏
参
照
）
。

（
5
）
　
大
西
・
前
掲
四
〇
～
二
頁
。

（
6
）
ω
o
匡
o
の
の
目
き
P
U
一
①
U
Φ
岸
o
〈
9
儀
段
ω
霊
＝
く
①
淳
お
9
口
㎎
（
一
8
0
）
一
ω
ω
N
紹
～
漣
O
．

（
7
）
本
人
と
相
手
方
と
の
間
の
契
約
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
代
理
権
授
与
行
為
は
相
手
方
の
承
諾
を
要
す
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
し
、
代
理
権
授
与
の
点
で
本
人
が
相
手

　
方
と
契
約
を
結
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
目
的
で
あ
る
契
約
に
つ
い
て
も
代
理
を
要
し
な
い
。
ま
た
、
本
人
と
代
理
人
と
の
間
の
契
約
と
す
る
こ
と
も
当
ら
な
い
。
第
一
に
、
代
理
人
と
の
問

　
に
合
意
を
得
る
必
要
は
な
い
し
、
第
二
に
、
代
理
人
に
向
け
ら
れ
る
だ
け
で
は
足
り
ず
相
手
方
に
通
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
代
理
人
と
の
問
の
内
部
的
な
契
約
の
際
に
、
本

　
人
か
ら
代
理
権
授
与
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
委
任
契
約
の
申
込
も
代
理
権
授
与
の
意
思
表
示
も
と
も
に
要
式
行
為
で
は
な
い
か
ら
、
本
人
の
意
思
表
示
と
し
て
委
任
契

　
約
の
申
込
と
代
理
権
授
与
の
意
思
表
示
と
が
（
委
任
契
約
が
成
立
す
れ
ば
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
し
て
）
外
形
的
に
区
別
さ
れ
ず
に
同
時
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
代
理
権

　
授
与
行
為
が
一
つ
の
効
力
要
件
を
作
り
出
す
「
こ
の
者
の
な
す
行
為
の
当
事
者
は
自
分
で
あ
る
」
と
い
う
宣
言
と
解
す
る
な
ら
ば
、
単
独
行
為
、
し
か
も
相
手
方
の
な
い
単
独
行
為
で

　
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
そ
の
よ
う
な
意
思
表
示
が
な
さ
れ
た
か
否
か
が
確
定
さ
れ
な
い
。
た
と
え
ぽ
遺
言
の
よ
う
な
要
式
行
為
で
あ
れ
ば
、
そ
の
方
式
を
践
ん
で

　
い
る
か
否
か
で
確
定
さ
れ
る
が
、
代
理
権
授
与
行
為
に
つ
い
て
は
要
式
行
為
と
し
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
点
で
相
手
方
の
な
い
単
独
行
為
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
効
果
意
思
の

　
内
容
か
ら
い
え
ば
直
接
第
三
者
に
向
け
て
な
さ
れ
る
の
が
本
筋
で
あ
ろ
う
が
、
代
理
権
を
効
力
要
件
と
し
て
独
立
さ
せ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
代
理
人
と
な
る
者
に
向
け
て
な

　
さ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
要
は
、
代
理
権
の
授
与
が
あ
つ
た
こ
と
が
確
定
さ
れ
相
手
方
に
示
さ
れ
れ
ば
よ
い
（
代
理
人
を
通
し
て
で
も
よ
い
）
の
で
あ
る
か
ら
、
代
理
人
に
対
し
て
で

　
あ
れ
、
第
三
者
に
対
し
て
で
あ
れ
、
代
理
権
授
与
の
単
独
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
れ
ば
よ
い
。

（
8
）
幾
代
・
前
掲
三
七
一
～
二
頁
（
と
く
に
三
七
二
頁
註
（
一
）
）
参
照
。

（
9
）
　
昭
和
三
九
年
五
月
二
三
日
最
高
裁
（
二
小
）
判
決
（
民
集
一
八
巻
四
号
六
一
二
頁
）
は
一
〇
九
条
の
適
用
を
否
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
、
昭
和
四
五
年
七
月
二
八
日
最
高

　
裁
（
三
小
）
判
決
（
民
集
二
四
巻
七
号
二
一
〇
三
頁
）
は
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
。

（
1
0
）
　
明
治
四
五
年
二
月
一
二
日
大
審
院
判
決
（
民
録
一
八
輯
四
号
九
七
頁
）
。
な
お
、
昭
和
四
六
年
三
月
一
六
日
最
高
裁
（
三
小
）
判
決
（
判
例
時
報
六
二
六
号
四
八
頁
）
参
照
。
第

　
三
者
の
詐
欺
に
よ
り
代
理
人
と
な
る
者
に
向
け
て
代
理
権
授
与
行
為
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
九
六
条
の
現
定
の
適
用
上
、
代
理
行
為
の
相
手
方
は
こ
れ
に
つ
い
て
善
意
で
あ
る
と
き
三

　
項
に
い
う
「
善
意
ノ
第
三
者
」
に
当
る
の
か
、
二
頂
に
い
う
「
相
手
方
」
に
当
る
の
か
問
題
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
今
暫
く
措
く
と
し
て
、
第
三
者
の
詐
欺
に
よ
り
代
理
権
授
与
行
為

　
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
表
示
が
効
力
を
も
つ
の
は
、
一
〇
九
条
に
よ
つ
て
で
は
な
く
、
代
理
権
授
与
行
為
を
取
り
消
し
て
も
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
し
え
な
い
（
九
六
皿
）
、
或
は

　
相
手
方
が
そ
の
事
実
を
知
ら
な
け
れ
ば
取
り
消
せ
な
い
（
九
六
狂
）
と
い
う
規
定
の
結
果
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
林
脇
・
前
掲
一
五
五
～
七
頁
参
照
。

（
12
）
　
こ
の
点
を
強
調
す
る
も
の
に
、
高
橋
・
表
見
代
理
と
有
権
代
理
の
交
錯
（
昭
四
六
・
二
一
稿
Y
山
木
戸
克
己
教
授
還
暦
記
念
・
実
体
法
と
手
続
法
の
交
錯
・
上
（
昭
四
九
・
一
〇
）

表
見
代
理
に
つ
い
て
の
一
考
察

二
七

（
二
一
九
）



　
　
表
見
代
理
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
　
（
二
二
〇
）

　
所
収
が
あ
る
。

（
B
）
代
人
規
則
（
明
六
・
六
・
一
八
公
布
）
五
条
本
文
は
代
理
権
を
授
与
す
る
と
ぎ
に
は
必
ず
委
任
状
を
与
う
べ
き
こ
と
と
し
、
六
条
は
こ
れ
に
委
任
し
た
権
限
を
明
白
に
記
載
す
べ

　
ぎ
も
の
と
し
て
い
る
。

（
1
4
）
高
橋
・
表
見
代
理
と
有
権
代
理
の
交
錯
一
六
～
九
頁
は
、
判
決
例
の
検
討
を
通
し
て
、
二
〇
条
の
「
正
当
ノ
理
由
」
の
認
め
ら
れ
て
い
る
事
案
で
は
有
権
代
理
的
処
理
が
可
能

　
で
あ
り
、
反
対
に
、
代
理
権
な
し
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
表
見
代
理
を
主
張
し
て
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
三
頁
参
照
。

五

　
一
〇
九
条
、
一
一
〇
条
、
一
一
二
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
表
見
代
理
に
つ
い
て
、
一
般
の
意
思
表
示
に
関
す
る
規
定
を
手
が
か
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
て
、
そ
の
意
味
の
解
明
に
努
め
て
き
た
。
そ
れ
は
、
表
見
代
理
に
お
い
て
代
理
権
の
有
無
が
問
題
と
な
る
と
き
に
、
任
意
代
理
に
お
け
る
代
理
権

を
生
ぜ
し
め
る
代
理
権
授
与
行
為
も
一
個
の
意
思
表
示
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
こ
の
行
為
に
よ
つ
て
与
え
ら
れ
る
代
理
権
の
有
無
も
一
般
の
意
思

表
示
の
効
力
問
題
と
全
く
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
で
論
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
三
力
条
の
場
合
い
ず
れ
も
、

表
見
代
理
（
代
理
権
が
な
い
点
で
広
義
の
無
権
代
理
に
属
す
る
）
と
す
る
か
有
権
代
理
と
す
る
か
微
妙
な
地
位
に
置
か
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
立
法

の
形
式
如
何
に
よ
つ
て
は
有
権
代
理
と
さ
れ
う
る
が
、
現
行
法
の
規
定
の
仕
方
か
ら
み
て
表
見
代
理
と
解
す
る
の
が
当
を
得
て
い
る
こ
と
、
そ
の

意
味
で
は
、
有
権
代
理
か
ら
遠
く
離
れ
て
本
人
の
帰
責
事
由
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
単
な
る
外
観
に
基
い
て
本
人
へ
の
効
果
帰
属
が
肯
定
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

も
の
で
は
な
い
こ
と
、
三
力
条
は
一
括
し
て
表
見
代
理
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
と
に
一
〇
九
条
、
一
一
〇
条
と
一
一
二
条
で
は
、

異
つ
た
根
拠
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
考
察
は
、
本
来
、
研
究
の
正
し
い
手
法
か
ら
い
え
ぽ
、
ま
ず
各
条
文
の
範
囲
で

の
判
決
例
を
詳
細
に
検
討
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
問
題
の
輪
郭
を
画
い
て
み
た
。
表
見
代
理
に
関
す
る
次
の

課
題
と
し
て
、
判
決
例
を
調
べ
る
こ
と
、
そ
の
上
に
立
つ
て
、
最
近
問
題
と
さ
れ
る
表
見
代
理
の
競
合
と
い
わ
れ
る
現
象
が
真
に
競
合
で
あ
る
の

か
、
そ
れ
が
表
見
代
理
と
し
て
扱
わ
れ
る
限
界
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。



（
1
）
　
一
般
の
意
思
表
示
の
効
力
と
の
関
連
で
表
見
代
理
を
み
て
き
た
の
で
、
も
つ
ぱ
ら
任
意
代
理
を
研
究
の
対
象
と
し
た
が
、

　
た
い
。

（
2
）
中
島
玉
吉
・
表
見
代
理
論
・
民
法
論
文
集
所
収
一
七
五
～
一
八
五
頁
参
照
。

法
定
代
理
と
表
見
代
理
の
間
題
も
別
の
機
会
に
検
討
し

　
　
　
　
　
　
二
九
七
四
年
一
二
月
一
〇
日
）

表
見
代
理
に
つ
い
て
の
一
考
察

二
九

（
；
二
）


